
 

 

 

 

 

平成２８年度 自己点検・評価 

報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 3月 

 

自己点検・評価委員会 
 

 

 

 

 



まえがき 

 

 この自己点検・評価報告書は，自己点検・評価委員会の業務として，機関別認証評価の基

準に基づき本校の自己点検・評価を行った結果を示すもので，今年度は基準 1～3を対象と

している． 

なお，平成 29年 1月に自己点検・評価の概要と委員会からの提言を「H28自己点検・評

価結果報告書（案）」として岸徳光校長に報告し，企画会議で検討していただいた結果を平

成 29年 2月に「H28年度自己点検・評価結果提言に対する回答」として得ているが，本自

己点検・評価は平成 29年 1月時点に実施したものであり，その後年度内に改善された点等

についての加筆・修正は行っていない． 

 

 

 

 

平成 29年 3月 17日 

自己点検・評価委員会 

委員長 加藤雅也 
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基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の目的は，学則第 1 条に定められている（資料１－１－①－１）。また，平成 16 年度に設置

された専攻科の目的は学則第 50 条に定められている（資料１－１－①－２）。これらは学校教育法

第 115 条に適合している。学科及び専攻ごとの目的は，学則第１条および第 50 条に対応して，学則

第７条の２（資料１－１－①－３）及び第 51 条の２（資料１－１－①－４）にそれぞれ定められて

いる。なお，学科の改変に伴い平成 28 年４月より，従来の，機械工学科，電気工学科，電子工学科，

情報工学科および建築学科の５学科編成より創造工学科の１学科となった。 

 本校が教育研究活動を実施する上での基本的方針を実現するために「養成すべき人材像」として３

項目の教育目標を掲げている（資料１－１－①－５）。これらの教育目標の下，学生が卒業または修

了時に身に付ける学力や資質・能力を具体的に示すために，学習目標が準学士課程（資料１－１－①

－６），専攻科課程（資料１－１－①－７）それぞれに定められている。なお，学習目標は平成17年

度の機関別認証評価において「準学士課程・専攻科課程でそれぞれ身に付けるべき能力について定め

られているが，学習目標・教育目標は準学士課程・専攻科課程で表記上は共通となっており，その具

体的な程度の差が分かりやすいとはいえない。」というご指摘を受け，本校のPDCAサイクルに従って

改善の議論を重ね，平成22年度に学校として最終決定し現在に至っている。また，本校の学習目標は

日本技術者認定機構（以下，JABEE）の基準に対応する形で構成し，複数の目標の存在が学生に混乱

を引き起こさないよう配慮している。 

 

 

資料１－１－①－１ 

「釧路工業高等専門学校学則」 （抜粋） 

第 1 章 本校の目的 

第 1 条 本校は,教育基本法及び学校教育法に基づき,深く専門の学芸を教授し,職業に必要な能力

を育成することを目的とする。 

（出典 平成 28 年度学生便覧 p.５） 
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資料１－１－①－２ 

「釧路工業高等専門学校学則」 （抜粋） 

第 11 章 専攻科 

第 50 条 専攻科は,高等専門学校における教育の基礎の上に,精深な程度において工業に関する高

度な専門的知識及び技術を教授し,その研究を指導し,もって広く産業の発展に寄与する

人材を育成することを目的とする。 

（出典 平成 28 年度学生便覧 P.11） 

資料１－１－①－３ 

「釧路工業高等専門学校学則」 （抜粋） 

第３勝 学科、学級数、入学定員 

第 7 条 学科、入学定員は、次のとおりとする。 

 

学科 定員 

創造工学科 １６０人 

２ 前項に規定する学科に、第２学年から次のコースおよび分野を設ける。 

コース 分 野 

スマートメカトロニクスコース 
情報工学分野 

機械工学分野 

エレクトロニクスコース 
電気工学分野 

電子工学分野 

建築デザインコース 建築学分野 

３ 学級の編成及び学級定員については、別に定める。 

 

第 7 条の 2 創造工学科の教育上の目的は、情報工学、機械工学、電気工学、電子工学、建築学

の各専門分野を融合し、地域社会や産業界で必要とされる横断的な専門知識や問題解決能力を身

につけた地域創成を担う人材を育成することとする。 

 

2 各コース及び分野の教育上の目的は、別に定める。 

 

（出典 平成 28 年度学生便覧 p.６） 
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資料１－１－①－５    

「釧路工業高等専門学校 教育目標」 

 (1) 人格をそなえ、自己を律する人物を育てる 

(2) 広い視野を持ち、創造力豊かな技術者を育てる 

(3) チャレンジ精神に富んだ人物を育てる 

（出典 平成 28 年度学生便覧 教育目標） 

資料１－１－①－４    

「釧路工業高等専門学校学則」 （抜粋） 

第 51 条の 2   各専攻の教育上の目的は,次のとおりとする。 

(1) 建設・生産システム工学専攻は,機械工学,建築学等を基盤とした共通・境界領域の知識を応

用し,社会基盤分野において活躍できる応用力と創造力を兼ね備えた設計・開発能力を持つ人

材を育成することを目的とする。 

(2) 電子情報システム工学専攻は,電気,電子,情報工学等の関連工学に関する十分な基礎力と応

用力を身につけ,これを活用した境界領域に関する知識を持ち,さらに,応用力と創造力を兼ね

備えた研究開発能力を持つ人材を育成することを目的とする。 

（出典 平成 28 年度学生便覧 p.11） 
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資料１－１－①－６    

「釧路工業高等専門学校 学習目標」 

学習目標 

 【準学士課程】(実践的・創造的技術者) 

A:(技術者として社会に貢献するために)人類の歴史的な背景、文化や価値観の多様性を理解し、

地球的規模で社会問題や環境問題を考える基礎能力、および技術が社会や環境に与える影響を認

識し、技術者が社会に対して負っている責任を理解する基礎能力を身につける。 

B:(地域・社会に貢献するために)地域の産業や社会の抱える課題に対処できる基礎能力を身につ

ける。 

C:(技術的課題を解決できるように)工学の幅広い基礎知識(数学、自然科学、情報技術、基礎工

学)を修得し、それらを応用する能力を身につける。 

D:技術者として自己の基盤となる専門分野の知識を修得し、それを応用する能力を身につける。 

E:技術的課題を分析・総合し、解決するための計画をたて、その計画を実行して課題を解決する

基礎能力を身につける。さらに、チームワークで仕事をする基礎能力を身につける。 

F:文章、口頭、図表や視覚的な方法によって、効果的にコミュニケーションができる基礎能力を

身につける。すなわち、日本語で論理的に記述し討論する能力、および簡単な論理的文章を英語

で記述し、基本的な英会話によるコミュニケーションを行うための基礎知識を身につける。 

G:(技術の進展や社会の変化に対応できるように)継続して専門知識や関連する分野の知識を学習

する習慣を身につける。 

（出典 出典 平成 28 年度学生便覧 学習目標） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の目的は学校教育法第115条に沿って学則に定められており、「養成すべき人材像」として３

項目の教育目標を掲げている。これらの教育目標の下，学生が卒業または修了時に身に付ける学力や

資質・能力を具体的に示すために，学習目標が準学士課程，専攻科課程それぞれに定められている。 

 これらのことから，高等専門学校の目的が，本校の個性や特色に応じて明確に定められ，その内容

が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる目的に適合するものであり，

学科及び専攻科ごとの目的も明確に定められている。 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１－①－７     

「釧路工業高等専門学校 学習目標」 （抜粋） 

  

【専攻科課程】(高い課題設定・解決能力を備えた実践的・創造的技術者) 

A:(技術者として社会に貢献するために)人類の歴史的な背景、文化や価値観の多様性を理解し、

地球的規模で社会問題や環境問題を考える応用能力、および技術が社会や環境に与える影響を認

識し、技術者が社会に対して負っている責任を理解する応用能力及び技術者としての倫理観を身

につける。 

B:(地域・社会に貢献するために)地域の産業や社会の抱える課題に対処できる応用能力を身につ

ける。 

C:(多様な技術的課題を解決できるように)工学の幅広い基礎知識(数学、自然科学、情報技術、

設計・システム系、情報・理論系、材料・バイオ系、力学系、社会技術系の基礎工学)を修得

し、それらを応用する能力を身につける。 

D:技術者として自己の基盤となる専門分野の知識(専門応用系、工学実験系、問題解決系、実務

対応系)を修得し、それを応用する能力を身につける。 

E:多様な技術的課題を分析・総合し、解決するための計画をたて、その計画を実行して課題を解

決するデザイン能力を身につける。さらに、チームワークで仕事をする能力を身につける。 

F:文章、口頭、図表や視覚的な方法によって、効果的にコミュニケーションができる応用能力を

身につける。すなわち、日本語で論理的に記述し討論する能力、および簡単な論理的文章を英語

で記述し、英会話によるコミュニケーションを行うための基礎知識(英検準 2 級以上またはそれ

に相当する能力)を身につける。 

G:(技術の進展や社会の変化に対応できるように)日本語だけではなく英語も使用して、継続して

専門知識や関連する分野の知識を学習する習慣を身につける。 

（出典 平成 28 年度学生便覧 学習目標） 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 〈学生への周知の状況〉本校の目的，学科及び専攻ごとの目的が定められている学則は，全文が学

生便覧に掲載されており，学生は常に読むことができる。また，学生便覧の最初の２ページには，教

育目標，準学士課程及び専攻科課程の学習目標が掲載されており（資料１－２－①－１），学生は卒

業（または修了）時に身に付けるべき能力について，常に注意することができる。これらの学習目標

は学生玄関や各教室に掲示（資料１－２－①－２）しており，さらに入学時の新入生オリエンテーシ

ョンの際，教務ガイダンスで学生便覧を用いて説明し（資料１－２－①－３），理解を促している。 

 また，各授業科目のシラバスには，当該科目の内容と学習目標との関連が示され，当該科目の学習

で学習目標のどの能力を身につけるために勉強しているかが理解できる仕組みになっている（資料１

－２－①－４）。シラバスは１回目の授業で学生に配布し，説明している。 

 〈教職員への周知の状況〉学生便覧は毎年教職員にも配布され，周知が図られている。中期目標・

中期計画および年度計画には教育理念・教育目標・学習目標が掲載され，これらは年度ごとに教職員

に周知している。また，学則や年度計画はホームページおよび年度ごとの学生便覧に掲載され，教職

員はいつでもこれを見ることができる（資料１－２－①－５）。また，新任教職員研修では教務主事

によるガイダンスが行われ，学習目標に関する周知と理解が図られている（資料１－２－①－６）。

非常勤教員に対しては，非常勤教員懇談会が年１回開催され，配布資料に学習目標を掲載し，教務主

事から説明している。今年度は１月下旬から２月上旬に開催が予定されている（資料１－２－①－

７）。 
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資料１－２－①－１ 

「教育目標・学習目標（準学士課程）」 （抜粋） 

 

 

（出典 平成 28 年度学生便覧） 
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資料１－２－①－１（続き） 

「教育目標・学習目標（専攻科課程）」 （抜粋） 

 

 

 

（出典 平成 28 年度学生便覧） 
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資料１－２－①－２ 

「釧路工業高等専門学校の学習目標（学生玄関掲示）」   

 

 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料１－２－①－２（続き） 

「釧路工業高等専門学校の学習目標（講義室掲示）」 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料１－２－①－３ 

「平成 28 年度 新入生オリエンテーション実施要項」 （抜粋） 

新入生オリエンテ－ション 

 

中略 

 

２．実施期日   平成２８年４月６日（水）～８日（金） 

 

中略 

５．携 行 品   しおり、筆記用具、学生便覧、上靴（７，８日に使用） 

中略 

 

・ 教務、学生生活オリエンテーションには学生便覧も持参すること。 

中略 

７．内   容 

② 教務オリエンテーション    （６日  ３時限）      教務主事 

（以下省略） 

（出典 平成 28 年度４月定例学生委員会 資料 4－1） 
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資料１－２－①－４ 

   「平成 28 年度 シラバス」 （抜粋） 

 

（出典 平成 28 年度シラバス） 
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資料１－２－①－５ 

「釧路工業高等専門学校 年度計画」 （抜粋） 

 

（出典 web サイト http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?content_id=84

（釧路高専ホームページ）） 

http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?content_id=84
http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?content_id=84
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資料１－２－①－６ 

「平成 28 年度 新任教員研修資料（教務主事）」 （抜粋） 

 

 

（出典 平成 28 年度 新任教員研修資料） 
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資料１－２－①－７ 

 

（６）平成２８年度非常勤講師懇談会の実施について 

  委員長から，１月下旬から２月上旬の昼休みに２日間程度に分けて実施を予定している

旨報告があった。なお，前期は特別時間割日に実施を予定していたが，出席予定者が１名

のみであったため中止となった経緯の説明があり，そのため後期は過去にも実施した実績

のある非常勤講師が多く授業を実施している曜日の昼休みに実施を予定した旨補足があっ

た。 

 

 

 

（出典 平成２８年度１２月定例教務委員会議事録） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 教職員・学生に学生便覧を配布しており，周知している。学生に対しては，玄関・各教室への掲示

などにより周知を図っている。また，各授業のシラバスに学習目標と授業内容との関連を示し学生が

理解できる仕組みを整えている。新任教員研修においても学習目標を明記した資料を配布し，説明す

ることで周知している。非常勤講師懇談会でも説明されている。 

これらのことから，本校の目的は学校の構成員（教職員及び学生）に周知されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校ウェブサイトに教育目標及び学習目標（資料１－２－②－１），学生便覧及び学校要覧（資料

１－２－②－２）を掲載し，広く社会に公表している。学校要覧には教育目標，課程ごとの学習目標，

学科及び専攻ごとの目的を記載しており，中学校訪問における配布，学外教育研究機関への送付，企

業への送付等，冊子として公表している。学校要覧の配布先と配布部数を資料１－２－②－３に示す。

本校の学校案内では，教育目標が紹介されているのみで，学習目標の全文は紹介していないが，各学

科の目的や概要を中学生にも理解できるような平易な文章で紹介しており，中学校訪問，オープンキ

ャンパス，体験入学などの入試広報活動において配布し，公表している（資料１－２－②－４）。さ

らに，募集要項には各学科の教育上の目的を中学生にわかりやすい表現で記載しており（資料１－２

－②－５），本校入学を目指す中学生とその保護者，指導される中学校教諭等に公表している。 
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資料１－２－②－１ 

「本校の教育・学習目標」 （抜粋） 

    

 
 

（出典 web サイト http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?content_id=54

（釧路高専ホームページ）） 

http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?content_id=54
http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?content_id=54
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資料１－２－②－２ 

「釧路工業高等専門学校 刊行物」 （抜粋）    

 

（出典 web サイト http://www.kushiro-ct.ac.jp/modules/pico/index.php?cat_id=40（釧路

高専ホームページ）） 
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資料１－２－②－３ 

「学校要覧配布数一覧」 （抜粋） 

    

平成２８年度 学校要覧 仕様 

 

品  名  釧路工業高等専門学校要覧（平成２８年度版） 

内容現在  平成２８年５月１日 

原  稿  平成２７年度版見本，データ，紙による 

割  付  平成２７年度版見本を基本とする。 

規 格 等  Ａ４版縦  カラー 

      表紙：つや消コート１３５K，中紙：つや消コート７０Ｋ 

      ５２ページ（表紙・裏表紙を除く。） 

製本方法  平成２７年度版見本のとおり 

部  数  ５００部（昨年度から５０部削減） 

そ の 他  冊子の他，PDF データを CD-R 等により納品 

      表紙・裏表紙等のデザイン案をいくつか提示してもらう。 

      裏表紙裏面の位置図を刷新したいため，案を提示してもらう。 

※ 参考 

配布先（予定） 

 

 【学内 １０７】（内訳は以下のとおり） 

  校長１，教員７５，部課長及び技術長４，課長補佐３ 

  各係１０，教育研究支援センター（常勤）１１ 

  保健室１，非常勤講師室１，寮当直室１ 

 

 【学外 １３０】（内訳は以下のとおり） 

  文部科学省５（総務課広報室１，専門教育課１，会計課１，学生・留学生課１， 

         高等教育局専門教育課高等専門学校係長１） 

  高専機構本部４，高専機構国際交流室５， 

道内国立大学等１０（北教大釧路，釧路公立大，はこだて未来大含む）， 

  技術科学大学２，国立大雪青少年交流の家・国立日高青少年自然の家２ 

  国立高専５４（合併高専についてはキャンパス毎），公私立高専６， 

  名誉教授１２（平成２３年度までの希望者７＋２４年度以降で再雇用除く５）， 

国会図書館５ 

※名誉教授（芳村 仁,枝澤 龍夫,笹島 春己,大宮 睦男,横平 昭,小林 一義,依田 有康 

岸浪 建史,岩渕 義孝,佐治 裕,神谷 昭基,荒井 誠） 

 【その他 ２６３】（内訳は以下のとおり） 

  企業請求用（学生課保管）１００，来客・行事配布用１００， 

  中学校訪問用３０，保存用・検収用２，予備３１ 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料 1－２－②－４ 

 「学校案内配布先及び配布部数一覧」 

仕 様 書 

 

 

１．品 名  釧路工業高等専門学校 学校案内 冊子(平成 28 年度版) 

 

２．目 的  入学志願者確保方策の一つとして行うものである。中学生をターゲットに 

       広く、釧路高専についてＰＲすることを目的とする。 

 

３．部 数  ３，０００部 

       (内訳) 

        道内中学校       ６００ 

        オープンキャンパス   ７００ 

        体験教室        ３００ 

        学校説明会       １００ 

        塾            ９０ 

        秋の中学校訪問     ９５０ 

        本校教職員       １４０ 

        予備          １２０ 

 

４．規格   A4 カラー ３２頁 マット コート 紙 四六判 １１０ｋ 

 

５．納 期  ６月下旬 

 

 

 

 

 

                                 （出典 学生課作成資料） 
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資料１－２－②－５ 

「釧路工業高等専門学校学生募集要項」 （抜粋）

 

 

 

 

（出典 釧路高専学生募集要項） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生便覧，学校要覧およびウェブサイト掲載により学則上の目的を広く社会に公表している。学校

要覧や学校案内は印刷物を企業，中学校，教育研究機関へ送付・配布している。さらに，本校入学を

目指す中学生とその保護者，指導される中学校教諭等については，募集要項に学習目標を記載して公

表している。 

これらのことから，本校の目的は社会に広く公表されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

特になし。 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校では，学校教育法第115条に基づき，学則第1条及び第50条に準学士課程及び専攻科課程の目的

がそれぞれ明確に定められている。また，学科及び専攻科ごとの目的が学則第7条の2及び第51条の２

に明確に定められている。 

 本校が教育研究活動を実施する上での基本的方針として，中期計画前文に本校の教育理念を掲げて

いる。さらに，これを実現するために「養成すべき人材像」として３項目の教育目標を掲げている。

これらの教育目標の下，学生が卒業または修了時に身に付ける学力や資質・能力を具体的に示すため

に，学習目標が準学士課程，専攻科課程それぞれに定められている。 

 本校の目的の周知の取組として，学生に対しては，学生便覧の配付や学習目標の玄関・各教室への

掲示などにより周知を図っているほか，新入生オリエンテーションで説明し理解を促している。また，

各授業のシラバスに学習目標と授業内容との関連を示し学生が理解できる仕組みを整えている。 

学生便覧は教職員にも配布しており，周知している。新任教員研修においても学習目標を明記した

資料を配布し，説明することで周知している。非常勤講師には，非常勤講師懇談会で周知している。

年度計画を含めて教職員に周知することで教育理念，教育目標，学習目標を周知している。 

本校の目的の社会への公表の状況として，本校ウェブサイトでは教育目標，学習目標，学生便覧，

学校要覧をウェブサイトに掲載し，学則上の目的等を広く社会に公表している。学校要覧や学校案内

は印刷物を企業，中学校，教育研究機関へ送付・配布している。さらに，本校入学を目指す中学生と

その保護者，指導される中学校教諭等については，募集要項に学習目標を記載して公表している。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

本校は，創造工学科１学科構成である．（資料２－１－①－１）。学科の構成，学生定員は高等専門学

校設置基準に適合しており，同基準にあるように「専攻分野を教育するために組織」されている。 

創造工学科の教育上の目的（資料１－１－①－３）として，「情報工学，機械工学，電気工学，電子工

学，建築学の各専門分野を融合し，地域社会や産業界で必要とされる横断的な専門知識や問題解決能力

を身につけた地域創成を担う人材を育成する」ことが定められており，それぞれの専攻分野に関する十

分な基礎力とその上にある応用力を身に付けることを掲げ，さらにそれぞれの専攻分野において社会か

ら求められる能力を育成することを謳っている。これらは学則第１条に掲げる本校の目的（深く専門の

学芸を教授し，職業に必要な能力を育成する）に適合している。 

 

 

 
（分析結果とその根拠理由） 

本校は，創造工学科１学科で構成されている。学科の構成，学生定員は高等専門学校設置基準に適合

しており，各学科の教育目的は，高等専門学校設置基準にある「専攻分野を教育するために組織」され

ている。 

これらのことから，学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で適切

なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

本校専攻科は，改編前の準学士課程の機械工学科・建築学科を基礎とする建設・生産システム工学専

攻と，準学士課程の電気工学科・電子工学科・情報工学科を基礎とする電子情報システム工学専攻の２

専攻で構成されている（資料２－１－②－１）。本校専攻科の目的（資料１－１－①－２前出）は，「高

等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門的知識及び技術を

教授し，その研究を指導し，もって広く産業の発展に寄与する人材を育成する」ことを掲げている。こ

れは学校教育法の規定に適合している。 

資料２－１－①－１ 

「学科・学級・入学定員」 （抜粋） 

第３章 学科，学級数，入学定員及び教職員組織  

第７条 学科，入学定員は，次のとおりとする。 

学  科 入学定員 

創造工学科 160人 

         （出典 平成 28 年度学生便覧 p. 6） 
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建設・生産システム工学専攻の教育上の目的（資料１－１－①－４前出）は，「機械工学，建築学等を

基盤とした共通・境界領域の知識を応用し，社会基盤分野において活躍できる応用力と創造力を兼ね備

えた設計・開発能力を持つ人材を育成する」ことである。 

電子情報システム工学専攻の教育上の目的（資料１－１－①－４前出）は「電気，電子，情報工学等

の関連工学に関する十分な基礎力と応用力を身につけ，これを活用した境界領域に関する知識を持ち，

さらに，応用力と創造力を兼ね備えた研究開発能力を持つ人材を育成する」ことである。 

各専攻は，いずれも本校専攻科の目的「高等専門学校における教育を基礎として深く高度な専門知識

を教授し，研究を指導し，産業の発展に寄与する人材を育成すること」に適合している。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校は改編前の準学士課程の機械工学科・建築学科を基礎とする建設・生産システム工学専攻と，準

学士課程の電気工学科・電子工学科・情報工学科を基礎とする電子情報システム工学専攻の２専攻で構

成されている。本校専攻科の目的は，「高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工

業に関する高度な専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導し，もって広く産業の発展に寄与する

人材を育成する」ことを掲げている。これは学校教育法の規定に適合している。 

これらのことから，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する上

で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

本校には(１)情報処理センター，(２)教育研究支援センターがある。 

(１)情報処理センターは，本校における情報処理教育及び電子計算機システムの利用を円滑にすると共

に教育，研究及び事務等に関する情報処理の高度化を図るため設置された（資料２－１－③－１）。 

情報処理センターは演習室２室および専攻科の計算機演習室を管理している（資料２－１－③－２）。

各演習室の授業における利用状況を時間割で示す（資料２－１－③－３）。放課後の自学自習について

は，管理の面から17:00までを自由利用とし，17:00以降は教員の監督により延長利用としている。な

お，専攻科の計算機演習室はカードキーによる入室管理を行っており，専攻科生は自由に利用できる。 

資料２－１－②－１ 

「専攻科入学定員学則」 （抜粋） 

 

                          （出典 平成 28年度学生便覧 p.11） 
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(２)教育研究支援センターは，本校の教育研究活動等に対する支援業務を組織的かつ効率的に行うとと

もにセンターに所属する技術職員の職務遂行に必要な能力及び資質の向上を図り，もって本校におけ

る教育研究活動等の支援業務を円滑に実施するため設置された（資料２－１－③－４）。 

教育研究支援センターは技術職員11名が所属し，それぞれ分野ごとに組織化されている（資料２－

１－③－５）。教育研究支援センターの業務内容は規程（資料２－１－③－６）により定められており，

各学科の実験実習系科目の支援，卒業研究・特別研究の支援，教材作製等，本校の教育活動への支援

が行われている。センターに所属する技術職員の実際の業務状況の例（資料２－１－③－７）を示す。 

実習工場は機械工学科の実習の他，卒業研究，特別研究や他学科学生による放課後利用も行っている

（資料２－１－③－８，９）。 

 

 

資料２－１－③－１ 

「情報処理センター規程」 （抜粋） 

 

               （出典 釧路高専情報処理センター規程） 
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資料２－１－③－２ 

「情報処理センター各演習室」 

 

（出典 平成 28 年度学生便覧 p.105） 
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資料２－１－③－３ 

「情報処理センター各演習室別時間割」 
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資料２－１－③－３（続き） 
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資料２－１－③－３（続き） 

 

 

（出典 情報処理センター平成 28年度後期授業時間割表 ） 
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資料２－１－③－４ 

「教育研究支援センター規則」 (抜粋) 

 

（出典 釧路高専教育支援センター規程） 

 

 

 

 

 

 



釧路工業高等専門学校 基準２ 

- 31 - 

 

 

 

資料２－１－③－５ 

「教育研究支援センター ウェブサイト」 

 

 

（出典 Web サイト http://www.kushiro-ct.ac.jp/ersc/（釧路高専ホームページ）） 
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資料２－１－③－７ 

「教育研究支援センター職員の業務状況」 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9
技術長・グループ長

技術専門職員

技術職員

技術職員

技術職員

副技術長

副技術長・グループ長 Ｈ 清

Ｒ 掃

2J 3J

技術専門職員

技術専門職員

技術職員

技術職員

技能補佐員（化学）

①1.2年の化学の授業に使用する教材・資料の印刷、複写及び整理。②帳簿・薬品の書類作成・整理・事務補助全般。③実験室の施設、器具及び薬品の点検と整理。

8:50～12:50 ④演示実験教材の作成補助、準備・後片付け。⑤２年生の化学実験の準備（薬品調合、実験器具の作成を含む）、実験中の安全管理及び指導補助、後片付け等

技術補佐員（物理）

     ①授業の準備・物理実験における準備・実験中の安全管理及び指導補助　②実験に関する後片付けと掃除
     ③実験室の整理及び備品の維持管理　④印刷・複写　⑤パソコンによる実験データの入力

8:40～14:25      ⑥物品発注・実験室利用シート作成　⑦出前授業に関する準備 　⑧エンジュニアクラブ作業準備 ・後片付け
技術補佐員（体育）

11:15～18:00

事務補佐員（電気）

実験指導書・試験問題等の印刷、製本及び各種保存資料の整理、管理　就職関連資料の整理と一覧資料作成、学生閲覧用資料の整理と管理、学科打合せ等の資料作成整理
学科の研究・実験用施設設備等の整理と管理　各実験室の清掃と整理整頓卒業関係・各種発表会資料の印刷と準備片付け

9:30～16:15

事務補佐員（電子）

9：30～16：15

事務補佐員（建築）

8:30～15:15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

１年2組 １年１組 3D 3

体育 体育体育 体育 体育 体育 体育 体育 体育

１年４組 3J ３E ２E １年3組 2J 3A4Ｊ ４A ４E ２M 2D 4M 2A 4D

工学基礎

5E 5E 4E 4E 5E 1年

川内　永子

メカトロ

ニクス
卒業研究

創造

工学

電子工学実

験Ⅴ

電子工学実

験Ⅲ

電子工学実

験Ⅰ

電気工学実験Ⅳ 卒業研究 電気工学実験Ⅲ
電気工学

実験Ⅱ

３D ５D ４D ５EDJ ５D

5J 5J 4J 5J 2J 4J 4J 5J

卒業研究

信号

処理II

図形

処理

情報工

学実験II
卒業研究

情報工

学演習

プログラ ミ

ング言語III

数値

解析
卒業研究

2S 1S 1KS 1KS

機構本部情報基盤整備部会業務　　語学演習室・電気工学科演習室・建築ＣＡＤ室維持管理　及び　各種サービスの管理(ユーザー管理・認証管理・ファイルサーバーの管理・Webサービスの管理・その他)・セキュリティ管理・各障害対策・COC+関係業務

1KS 1KS１ＫＳ

開放時間

デジタルデザ

イ ンコンペ

5M

プログラ ム

言語I

3D

メカ トロニク

スI

3Ｍ

電子計算機

2E

CAD

3M

数値計算特

論

1KS

多変量解析
ソフトウェアアーキテ

クチャ

設計支援シ

ステム

人工知能特

論
創造特別実験I 構造解析

1K

アドバンストコン

ピューティング
特別演習

工学基礎

１年Ｓ　特別研究

５Ｊ　卒業研究
コンピュータ

ＮＷ　Ｉ

情報工学

基礎

２Ｊ

情報工学

実験　I

３Ｊ

プログラミ

ング言語　Ｉ

２Ｊ

情報処理

4E

卒業研究 数値解析

4D

機械工学実習・実

験III

４Ｍ

情報工学

基礎

２Ｊ

2A

制御CAD

５Ｍ

開放時間 開放時間 開放時間
電気製図

2E

電気設計

5E

情報処理演

習 開放時間

5MED

卒業研究

5MED

シーケンス制

御応用演習

5D

2S 特別演習 II４Ｊ

コンピュータNWII

4J

建築CAD 工学実験 卒業研究 卒業研究 工学基礎
3Ａ 4Ａ 5Ａ 5Ａ 1年生

工学基礎 

1学年
1・2Ｋ特別研究

卒業研究

5M
1・2Ｋ特別研究

工学実習実験ＩＩ 

3M
卒業研究

5M

工学実習実験Ⅰ 

2M

工学実習実験ＩＩＩ 

4M

　　備　　考

※本科　Ｍ 機械工学科、Ｅ 電気工学科、Ｄ 電子工学科、Ｊ 情報工学科、Ａ 建築学科、　専攻科　Ｋ 建設生産システム工学、Ｓ 電子情報システム工学

細貝　洋子

中尾由美子

月 火 水 木 金

建築学科内の雑用（物品発注・整理、学科教職員のコピー集計、授業の資料印刷、学科会議の準備、求人票の整理・HP入力・一覧の作成、郵便物の回収･発送手配、実習室の解錠および清掃、学科内部向けHPの加筆修正

等　他）

同窓会事務局の仕事（会員の住所変更等の修正、郵便物の発送手配・回収 他）

学生課のお手伝い（求人情報の整理・HP入力、封詰め、アンケート集計 他）

技
術
・
技
能
補
佐
員

、
事
務
補
佐
員

授業および実験の準備、片付けの手伝い、補習・自学自習用資料等の印刷、管理。試験問題の印刷、管理、資料保管、答案の電子ファイル保存・分類、整理・保管管理。卒業研究資料に関する印刷、製本、管理およびコンタク

ト時間資料の分類、整理。就職関連の書類の受付、分類、パソコン入力等の資料管理。高専見学会、体験入学などの機材準備、資料準備、片付け。実験、研究で共用に用いる電子部品の仕分け整理、実験室の清掃。集中講

義・特別講演などにおける日程調整、資料作成、保管。学科の事務に関わる備品の維持管理、消耗品等の経費作編に関わる円滑な運用。電子科独自の４・５年生を対象とした進路の手引き書の編集・作成、年度ごとの改定修

正作業。公開講座、出前授業などの機材準備、資料準備、片付け。

体育 体育 体育 体育 体育 体育 体育体育 体育 体育

稲守　栄

横山　安弘

兼田　友紀

益山　史

野坂　　梢

２M ２E ２A ２J ２D

５Ｊ　卒業研究

Ｓ　特別研究 ５年 ３Ｊ

ソフトコンピ

ューティング

マイ クロコン

ピューター

工学科題

実験

吉田　周平

電
気
・
電
子
・
情
報
グ
ル
ー

プ

小清水　誠

二谷　聡志

村上　誠一

高坂　宜宏

機
械
・
建
築
グ
ル
ー

プ

的野　卓司

石塚　和則

樋上　磨

江口　陽人

実験　ＩＩ

平成28年度後期　                         　　教育研究支援センター  　　　　業  　務  　予 　定 　表
月 火 水 木 金

3M

２D ４D ３D ２D

2M 4M 5M 1年

４D ５D ５D ５D １年生

電子工学実

験Ⅴ
卒業研究

ハードウエ

ア記述言語

シーケン

ス制御
工学基礎

ネットワーク運用と管理（ユーザ管理、　ファイル管理、　ネットワーク機器の管理、　通信障害の対応、各種ネットワークサービスの運用と管理、セキュリテイの維持と管理、教育用システム管理他）

情報工学

実験　I

３Ｊ

情報工学

5M

電子工学

実験Ⅱ

1年

3M 1・2Ｋ特別研究 2M 4M 1・2Ｋ特別研究 工学基礎

機械工学実

習・実験Ⅱ
卒研

機械工学実

習・実験Ⅰ
卒研

工学実習実験ＩＩ 卒業研究５Ｍ 機械工学実習Ⅰ 工学実習実験Ⅲ 卒業研究５Ｍ

機械工学実

習・実験Ⅱ
卒業研究

機械工学実

習・実験Ⅰ

機械工学実

習・実験Ⅲ
卒業研究 工学基礎

 

（出典 教育研究支援センター作成資料） 

資料２－１－③－６ 

「教育研究支援センターの業務」 (抜粋) 

 

（出典 釧路高専教育支援センター規程） 
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資料２－１－③－８ 

「実習工場の卒研・特別研究での利用状況」 

使用学年 専攻科 5 4 3 2 1 教職員

（人） 28 161.6 16.6 16.6 9.5 4 11.5

所　属 機械 電気 電子 情報 建築

（件） 228 0 0 0.4 5.8

研究室 流体 機力 機力(樋口) 熱工学 材料 制御 生産

（件） 41.2 26.6 17.6 29 30.8 33.6 8.7

使用機器 旋盤 立(マキノ） 立(ワシノ) 横フラ 形削り 平面研 卓上ボ

（件） 77.8 55.6 5.7 1.6 1 2.8 40.2

（時間） 210.8 169.2 12.8 6.2 2.6 3.15 45.7

ラジアル 直立 アーク ガス 日立 鋸盤 アマダ

4 1.6 6.8 0.4 32.2 3 8.6

4.7 1.5 16.3 0.6 24.2 4.1 12.2

ラクソー 砥石切断 プラズマ NC旋 MC レーザー 両頭グラ

18.0 7.4 0.0 5.2 11.2 18.4 9.0

17.6 5.7 0.0 16.6 33.9 27.7 15.6

使用時間 卒研 実験 教職員 同好会 その他 合計

（件） 162.2 0 7.8 49.8 25.8 245.6

（時間） 337.7 0 7.4 117.1 46.4 508.6

H23～27年度（5年間）　実習工場工作機械等使用願平均値

 
（出典 教育研究支援センター（実習工場）作成資料） 

資料２－１－③－９ 

「実習工場利用状況」（時間割） 

実習工場の利用状況（平成28）

後期

月 水 金

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2Ｍ　20名
3Ｍ　40名
4Ｍ　7名　（4班編成の1つの班が工場に来る）
5Ｍ、専攻科　（決まった人数が来ることはない）

１年
工学基礎

専攻科
特別研究

火 木

3Ｍ
工学実習・実験Ⅱ

専攻科
特別研究

5Ｍ
卒研

2Ｍ
工学実習・実験Ⅰ

4Ｍ
工学実習・実験Ⅲ

5Ｍ
卒研

 

（出典 教育研究支援センター（実習工場）作成資料）  
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（分析結果とその根拠理由） 

本校には全学的なセンターとして情報処理センター，教育研究支援センターが設置されており，それ

ぞれの目的に沿った教育活動を行っている。 

これらのことから，本校の全学的なセンターとして設置されている情報処理センター及び教育研究支

援センターは教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

観点２－２－①： 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重

要事項を審議する等の必要な活動が行われているか。 

（観点に係る状況） 

本校教育の円滑な運営のために，企画会議，運営会議，教務委員会等を設けている（資料２－２－①

－１）。教育面で重要な組織として教務委員会がある（資料２－２－①－２）。教務委員会は本校の準学

士課程の教育全般，専攻科委員会は専攻科の教育全般に関する事項を審議している。さらに，教務委員

会では，分野の意見の汲み上げ，アンケート調査，WGによる特別なテーマの集中審議など多岐にわたり，

教員全体の意見集約に努めている（資料２－２－①－３）。教務委員会は，ほぼ月例で開催され，議事

録は内部に公開されている（資料２－２－①－４）。教務委員会の審議結果は運営会議に報告し，学校

の決定として実施される（資料２－２－①－５）。 

 

 

 

資料２－２－①－１ 
「会議及び委員会」 （抜粋） 

第６章 会議 

（会議） 

第１７条 本校に次の会議を置く。 

一 企画会議 

二 運営会議 

三 教員会議 

四 分野等会議 

２ 前項各号に定める会議に関する必要な事項は，別に定める。 

第７章 委員会及び室 

（委員会及び室） 

第１８条 運営に必要な諸問題を審議するため，委員会を置き，委員会審議を通じて活動を行う。 

２ 前項に定める委員会に関する必要な事項は，別に定める。 

第１９条 運営に必要な事項を実行するため，室を置く。 

２ 前項に定める室に関する必要な事項は，別に定める。 

（出典 釧路高専運営組織規則） 
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資料２－２－①－２ 

「教務委員会規則」 （抜粋） 

（設置） 

第１条 釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，校長の諮問機関として教務委員会（以下「委員 

会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会において審議する事項は，次のとおりとする。 

一 学校行事等に関する事項 

二 教育課程の編成及び実施に関する事項 

三 入学，転学，転科，進級及び卒業に関する事項 

四 授業評価に関する事項 

五 教育内容及び教育方法等の改善のための研修に関する事項 

六 教育環境の改善に関する事項 

七 その他教務に関する重要事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事及び教務主事補 

二 一般教育部門文系教員及び理系教員から各１名 

三 分野教員から各１名 

四 専攻長 

五 学生課長 

六 その他校長が必要と認めた者若干名 

 

（出典 釧路高専教務委員会規則） 
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資料２－２－①－３ 

「教務委員会議事録」 （抜粋） 

日 時 平成２８年４月１日（金）１３時３０分～１５時４５分 

場 所 小会議室 

出席者 １３名 欠席者 １名 

 

１．報告事項 

（１）学生の修学状況について（資料１） 

委員長から，資料１に基づき報告があった。 

（２）学生の移動状況について（資料２） 

委員長から，資料２に基づき報告があった。 

（３）出席優良者表彰について（資料３） 

委員長から，資料３に基づき報告があった。 

なお，委員から，退学者と原級者の氏名が記載されているとの指摘があり，修正することとなった。 

（４）教室の割振について（資料４） 

委員長から，資料４に基づき報告があった。 

なお，今年度より１年生が４クラスとなったことで空き教室となった教室を，選択教室２として運用 

する旨，併せて説明があった。 

（５）平成２８年度外国人留学生について 

委員長から，レジメに基づき報告があった。 

（６）非常勤講師の任用について（資料５） 

委員長から，資料５については前年度委員会において審議了承済みではあるが，委員会のメンバーが 

入れ替わっているので，再度提示する旨説明があった。 

（７）原級学生への説明会及び未修得進級学生への説明会について（資料６） 

委員長から，資料６に基づき報告があり，特別時間割の期間に教務主事から説明する旨の説明があっ 

た。 

（８）年度当初日程について（資料７） 

委員長から，資料７については前年度委員会において審議了承済みではあるが，委員会のメンバーが 

入れ替わっているので，再度提示する旨説明があった。 

（９）その他 

特になし 
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資料２－２－①－３（続き） 

 

２．審議事項 

（１）始業式について（資料８） 

委員長から，資料８に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

（２）５月月間行事予定（案）について（資料９） 

委員長から，資料９に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

なお，委員長から，追記したい事項がある場合には，修学支援係へ連絡いただきたいとの依頼があっ 

た。 

（３）平成２８年度活動方針（前年度からの申し送り事項）について（資料１０） 

委員長から，資料１０に基づき説明があり，審議の結果，了承された。なお，下記のとおり補足説明が 

あった。 

○ 平成２７年度教務委員会活動実績と評価については，すらら，ベネッセスタディサポートについて 

まとめる必要がある。 

○ 授業展開について，１年生を原級した学生は休学者を除き全て転科したため，新カリキュラムのみ 

の授業展開となるが，今年度末に２年生を原級し，創造工学科への転科を希望しない学生が出た場合， 

来年度は２年生において新旧カリキュラムが混在することとなる。 

○ 障害者差別防止法へは障害学生支援委員会で対応するが，教務的な内容については同委員会より教 

務委員会へ審議依頼が来るため，本委員会で対応を検討することとなる。 

○ ブラックボードについては，近々使用が義務付けられる可能性がある。 

（４）学級担任会議について（資料１１） 

委員長から，資料１１に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

（５）２段階分野配属人数の目安について（資料１２） 

委員長から，資料１２に基づき下記のとおり説明があり，審議の結果，了承された。 

○ 配属方針については，前年度委員会において審議了承済みである。 

○ 今年度の新１年生及び原級生の人数を考慮すると，下記のとおりとなる。 

・新入生１８２名，原級生４名の内１名休学のため，１８５名を割り振る。 

・配属方針の人数は仮であったが，トータル１８５名の案であったため，そのまま適用したい。 

Ｊ３５名，Ｍ３５名，Ｅ３５名，Ｄ３５名，Ａ４５名の計１８５名 

 

以下略 

                  （出典 平成28年度４月教務委員会議事録） 
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資料２－２－①－４ 

「平成 28年度教務委員会 議事録目次）」 

 

（出典 Web サイト 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/kyosyoku/gijiroku/kyoumu/index28.html 

（釧路高専内部向けホームページ）） 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/kyosyoku/gijiroku/kyoumu/index28.html
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資料２－２－①－５ 

「運営会議 議事概要」 （抜粋） 

5． 本科における退学率及び原級留置率に係る調査について 

 川村教務主事から，資料 B-5に基づき，機構本部から調査依頼のあった退学率及び原級留置率調査に 

ついて，教務委員会において取りまとめて精査した内容について説明があり，審議の結果了承された。 

 

（出典 平成 28年度５月運営会議議事概要） 

 

 

「教務委員会 議事概要」 （抜粋） 

（６）本科における退学率及び原級留置率に係る調査について（資料１１） 

委員長から，資料１１に基づき説明があった。 

また，委員長から，広く意見を聞くため，資料１１に委員個人の意見（学科の意見まで集約している 

時間がないため）がある場合には，５月２０日までに修学支援係まで提出願いたい旨依頼があった。 

なお，本調査は，集約後に企画会議，運営会議を経て機構本部に提出し，どのような内容で提出した 

かを次回教務委員会に示すこととした。 

（出典 平成 28年度５月教務委員会議事概要） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校教育の円滑な運営のために，企画会議，運営会議，教務委員会等を設けている。その中でも，教

育面で重要な組織として教務委員会がある。教務委員会では本校の教育全般に関する事項を審議してい

る。教務委員会の審議結果は運営会議に報告し，学校の決定として実施される。 

これらのことから，教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る

重要事項を審議する等の必要な活動が行われている。 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，月例で教員会議を実施しており，全教員が会議室に集まり学校運営や学校行事等について

内容を周知し，議論を行っている（資料２－２－②－１）。現在は朝の８時40分から５分程度，教員連絡

会として校長からの報告，各種委員会，担任からの連絡や種々の情報を全員で共有している。教員連絡

会の内容は総務課からメール配信し，内容を全教職員に周知している（資料２－２－②－２）。教務委員

会の下には「科目間調整会議」を設け，科目間調整会議の議題は教務委員会で審議・決定され，教務主

事補を議長に，一般科目を担当している一般教育科教員と専門科目を担当する各専門分野の教員が委員

として参加する。平成27年度の科目間調整会議は，開催されておらず，次年度以降の開催が望まれる。

また，教務委員会の下に次年度授業計画会議があり，翌年度の教育課程や非常勤講師の採用計画等につ

いて専門分野の各分野長と一般教育科の各教科代表が話し合い，その結果を教務委員会にて審議してい

る（資料２－２－②－３，２－２－②－４）。 
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資料２－２－②－１ 

「平成 23年度 教員会議議事録目次」 

 

（出典 Webサイト 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/kyosyoku/gijiroku/kyokan/h28/index.html 

（釧路高専内部向けホームページ）） 
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資料２－２－②－２ 

「教員連絡会報告」 （抜粋） 

 

           （出典 平成 28年 12月 17日 教員連絡会報告メール） 
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資料２－２－②－３ 

「平成 28年度教育課程表（一般科目）」 

別表第１

　　　　一般科目（各学科共通） 　　　　　平成２４年度改訂

区 単

位

分 数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

8 3 3 2

2 2

必 倫 理 ・ 社 会 2 2

社 現 代 社 会 2 2

日 本 史 1 1

修 会 世 界 史 2 2

法 学 2 2

18 6 6 6

科 物 理 5 2 3

化 学 5 3 2

物 理 演 習 1 1

目 保 健 1 1

体 育 6 2 2 2

英 語 18 6 5 4 2 1

ド イ ツ 語 2 2

75 25 24 17 6 3

芸 音 楽 2 2

術 美 術 2 2

2 2 4年次編入生以外は必ず選択すること。

選 2 2 4年次編入生のみ選択すること。

2 2

1 1 前期開講

1 1 後期開講

1 1 前期開講

1 1 後期開講

択 1 1 前期開講

1 1 後期開講

1 1 前期開講

1 1 後期開講

1 1 前期開講

1 1 後期開講

科 1 1 前期開講

1 1 後期開講

1 1 前期開講

1 1 後期開講

2
３・４年次のいずれか一方の学年で
選択できる。

1 1 前期開講

目 1 1 後期開講

1 1 前期開講

1 1 後期開講

1 1 前期開講

1 1 後期開講

32 4 (2) (8) 20

6以上 2

81以上 27 24 30

以上

  　　　※印は学則第１４条第２項に定める単位を示す。

区 単

位

分 数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

2 2

1 1

1 1

※ 韓 国 文 化 Ａ

※ 韓 国 文 化 Ｂ

開設単位計

修得単位計 4以上

修 得 単 位 合 計

※英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝＡ

※ 心 理 学 Ｂ

※ 環 境 学 Ａ

※ 環 境 学 Ｂ

※英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝＢ

※ 中 国 文 化 Ａ

※ 中 国 文 化 Ｂ

英 会 話 2

※ 日 本 文 学 Ａ

※ 日 本 文 学 Ｂ

※ 歴 史 と 文 化 Ⅱ Ｂ

※ 歴 史 と 文 化 Ⅱ Ａ

※ 社 会 科 学 入 門 Ａ

※ 社 会 科 学 入 門 Ｂ

※ 心 理 学 Ａ

※ 哲 学 Ａ

※ 哲 学 Ｂ

物 理 Ⅱ

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

英 語 演 習

学 年 別 単 位 数

授　業　科　目 備 考

※ 歴 史 と 文 化 Ⅰ Ａ

※ 歴 史 と 文 化 Ⅰ Ｂ

体 育

保健
体育

外
国
語

修得単位計

一般科目

学 年 別 単 位 数

選
択
科
目

進級および卒業に必要な修得単位数に
は含まれないが単位認定は行う。

国 語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 実 践

数 学

理
科

授　業　科　目 備 考

｝いずれか一方を選択する。

 

（出典 平成 28年度学生便覧 p.14） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，月例教員会議，８時40分からの教員連絡会，教務委員会の下での「次年度授業計画会議」

を開催し，一般教育科と専門学科の連携を行っている。ただし，「科目間調整会議」が開催されておらず，

次年度以降の開催が必要である。 

これらのことから，一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，ほぼ機能的に行われている。 

 

 

資料２－２－②－４ 

「次年度授業計画会議」 （抜粋） 

（１）教育課程の変更について                       （資料１） 

    委員長から、資料１については各学科等から提出されたものを記載しているが、補足も含め各学科長等か 

ら説明願いたい旨の発言があった。 

    各学科長等からの説明後審議に入り、種々意見交換の結果、電子工学特論の廃止以外は了承された。 

  主な意見等 

      ○電子工学特論 

        ・学年でのカリキュラムの過密さや、修得科目の内容に合わせた学年配当の変更など以外は認められない 

のではないか。 

    ・必修科目を廃止する理由はあるのか。 

    ・学生にとって利益があるのか。 

    ・廃止後に選択科目を必修にする場合は認められるか。 

      →シラバスの内容を変え、他の教員が担当した方が良い。 

    ・電子工学科で再度検討願う。 

   ○言語と社会 

    ・現状に合わせた名称変更なので、問題ない。 

    ・大学編入学のことを考慮すると、Ａ・Ｅが付いているより、ドイツ語・中国語と明記されている方が、 

単位の振替をしてもらえるのではないか。 

（２）平成２８年度非常勤講師依頼予定計画について            （資料２） 

    委員長から、資料２については各学科等から提出されたものを記載しているが、補足も含め各学科長等か 

ら説明願いたい旨の発言があった。 

    各学科長等からの説明後審議に入り、体育と応用数学については今回資料が間に合わなかったため次回再 

審議とするが、それ以外については了承された。 

    なお、今回の資料については、次年度のカリキュラムが確定していないため、各教員の持ち時間数等が記 

載されていないため、カリキュラムが確定後に体育と応用数学も含め再度全 科目提示することとなった。 

 

         （出典 平成 27年 11月第２回次年度授業計画会議議事概要） 
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観点２－２－③： 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

本校の運営組織規則により，学級担任は教務，厚生補導，特別教育活動，その他を掌理することと定

められている（資料２－２－③－１）。本校では，学級担任を各学年・各クラスに１名（３学年までは

副担任を各クラス１名）置いている。各学年の担任のうち１名を学年主任として，担任団をまとめる役

割を果たしてもらうようにしている。 

学級担任に対しては，「学級担任の手引き」が配布され，主な職務内容が解説され，テーマ案等が示さ

れ，クラス運営の指針として提供されている（資料２－２－③－２）。例えば，LHRの内容について具体

例が示されている（資料２－２－③－３）。年度初めの学級担任会議（資料２－２－③－４）において

は，各主事等から１年間の方針等が説明され，質疑応答により合意形成される（資料２－２－③－５）。

指導において学年全体での統一性が強く要求される低学年においては，学年主任の主導により，学年担

任会議が不定期で開催され，指導方法等の話し合いが随時行われている（資料２－２－③－６）。 

課外活動の指導については，平成23年度高専機構から通知された部活指導に関する基本的な考え方（教

員の負担軽減策の一部），本校における部活指導に関する審議結果を基に，「全教員がクラブ顧問を担当

する」ことを改めて基本方針として決定した（資料２－２－③－７，８）。これにより，合宿における

宿直指導など，顧問業務の分散化が進み，負担軽減が図られた（資料２－２－③－９）。また，クラブ

顧問会議があり，クラブに対する補助や安全，管理等について議論を行っている（資料２－２－③－10）。 

新任教員に対しては着任年度当初に学内での新任教員研修が行われ，本校の活動全般について説明が 

なされ，学校としての教育方針等の周知をしている（資料２－２－③－11）。 
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資料２－２－③－１ 

「運営組織規則」 (抜粋) 

第５章 学年主任，学級担任及び学級副担任 

（学年主任） 

第１４条 学年主任は，第１５条第１項に定める，当該学年の学級担任の中から校長が任命する。 

２ 学年主任は，校長の命を受け，次の事項を掌理する。 

一 各学年の学級担任の職務について連絡，調整を図ること。 

二 その他各学年の学級の運営に関し，必要と認められること。 

（学級担任） 

第１５条 学級ごとに担任を置き，校長が任命する。 

２ 担任は，学級の運営並びに学習指導及び生活指導の任に当たる。 

３ 学級担任は，校長の命を受け，次の事項を掌理する。 

一 学級の教務に関すること。 

二 学級の厚生補導に関すること。 

三 学級の特別教育活動に関すること。 

四 その他学級の運営に関し，必要と認められること。 

４ 担任の任期は１年とする。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（学級副担任） 

第１６条 担任を補佐するため，副担任を置き，校長が任命する。 

２ 副担任の任期は１年とする。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（出典 釧路高専運営組織規則） 
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資料２－２－③－２ 

「学級担任の手引き」 （抜粋） 

 

 

（出典 学級担任の手引き 平成28年４月） 
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資料２－２－③－３ 

「ロングホームルームの指導」 （抜粋） 

 

 5 ロングホームルームの指導 

ロングホームルーム(LHR)は、第3学年まで週1時間が設定されている。 

5.1 LHRの取り扱い 

(1) 出席をとり、授業と同様に、出欠を教務システムに入力する。  

(2) 欠課時数オーバーの規定はないが、LHRの欠席は、総欠課制限時数に含まれる。  

(3) 成績評価はしないが、認定会議の際、総合的な判断材料として審議の対象となる。 

5.2 LHRのテーマ(活動の内容)について 

(1) 年間のLHRの使用計画の立案を年度当初にするとよい。   

(2) 全校的なテーマは 

(a) 学級役員の選出等,学生課に書類として提出するもの。  

(b) 長期休業前の諸注意(学生委員会から資料が配布される)。  

(c) 校内体育大会や高専祭等学生会行事の選手や係を決める。  

(d) その他、LHRの時間帯を利用して校内大掃除、総合防災訓練等がある。 

(3) 各HRのテーマは、クラスが独自で使用するもので、学級担任講話、個人面談、長期休業の反省等、1年 

間を見通して必要なテーマを担任が設定する。 

5.3 LHRに対する学級担任の心構え 

(1) LHRを単なる連絡や諸注意だけで終わらせず、実りあるものにする工夫が大切である。 

(2) 学生会行事に関わるものは、学級代表や行事委員会等学生を積極的に使って討論決定させることが必要 

である。 

(3) 学級担任は、学生と積極的に接する機会を多く作り、特に1年生は、中学校と高専の学校の違いから生ず 

るギャップがあるため、きめ細かな人間味ある慎重な対応が望まれる。 

(4) 高専は、学年制なのでクラスは学科・分野が確定した4年間の期間殆ど変わらない。従って、クラスの融 

和や生活面でのけじめ、学習面での積極性を付けさせるとともに、LHRリーダーを育成していくという側面 

も考慮していきたい。 

5.4 LHRの工夫 

(1) テーマ別に学生の担当者を決めて学生を大いに使う。  

(2) LHR日誌などをつけさせ、大切に時間を使わせる。  

(3) 学年で、又は、クラス共同で取り組む時間があってもよい。 

 

以下略 

 

（出典 学級担任の手引き 平成28年４月） 
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資料２－２－③－４ 

「学級担任会議 レジュメ」 

日  時  平成２８年４月４日（月） １４：１５～ 

場  所  会議室 

 

議  題 

１．学生への配付物について 

 (1) 第１学年 ※ 入学式当日各教室へ 

  ・個人毎封筒詰めされている 

① 学生証  ② 在学証明書  ③ 合格通知書の原本（該当者のみ）  ④ 平成２８年度行事予定表  ⑤ シラバス 

⑥ 平成２８年度前期授業時間割  ⑦ 平成２８年度前期特別時間割  ⑧ 入学式当日の日程 

   ⑨ 新入生オリエンテーション実施要項  ⑩ 高専だより  ⑪ 実験実習安全必携 

    ・冊子だけ 

    ⑫ 学生便覧 

  (2) 第２～５学年 ※①と②は自宅へ郵送済み。①～③教室掲示済み。 

   ① 平成２８年度行事予定表  ② 平成２８年度前期授業時間割  ③ 教育課程表（改正に伴う移行措置） 

④ 選択科目履修者一覧 

２．学級担任への配布物について 

 (1) 全学級担任用 

   ① 学生カード  ② 学級役員名簿  ③ 学級担任の手引き  ④ 健康診断記録票  

    ※クラス座席配置表用カードケース（希望する学級担任のみ）        

   ※学生便覧及び鶴翔寮のしおりはメールボックスに配布 

 (2) 第１年学級担任用 

   入学者個人情報調書（・入学成績一覧・中学校訪問報告書・中学校調査書（写）） 

    ※フラットファイルで後日配布 

 (3) 第５学年学級担任 

       大学編入学・専攻科入学について 

３．委員会所掌事項説明 

 (1) 教務委員会 

 (2) 学生委員会 

 (3) 寮務委員会 

４．学生相談室 

５．その他 

（出典 平成28年度学級担任会議資料） 
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資料２－２－③－５ 

「学級担任会議用資料一覧 学生委員会関係」 （抜粋） 

 

(1) 平成２８年度活動方針について                       資料 １ 

 

(2) 学級役員名簿について                           資料 ２ 

 

(3) 対面式について                              資料 ３ 

 

(4) 新入生に対するクラブ勧誘について                     資料 ４ 

 

(5) 懲戒処分基準について                           資料 ５ 

 

(6) 学生の定期健康診断について                        資料 ６ 

 

(7) 通学路ゴミ拾いについて                          資料 ７   

 

(8) 全校大掃除について                            資料 ８ 

 

(9) 就学支援金及び授業料免除について                      資料 ９ 

 

(10) 日本学生支援機構奨学金の募集について                   資料 10 

 

(11) 校外ホームルームについて                         資料 11 

 

(12) 自動車通学について                            資料 12 

 

(13) 自転車通学について                            資料 13 

 

(14) その他 

 

 

（出典 平成 28 年４月学級担任会議） 
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資料２－２－③－６ 

「学年担任会議 開催状況（第１～２学年）」 

平成28年度　第１学年担任会議開催状況

回数 開催日 主な議事内容

 1 H28. 3.18 平成28年度　基本方針の確認

 2 H28. 5.10
１．クラス概況について
２．学年通信第２号の発行について
３．校外ＨＲの行き先等について

 3 H28. 6. 8
１．クラス概況について
２．学年通信第２号の記事内容について

 4 H28. 7.12
１．クラス概況について
２．学年通信第３号の発行について
３．心と体のアンケートを受けての面談について

※その他、メールによる会議を数回開催している。

平成28年度　第２学年担任会議開催状況

回数 開催日 主な議事内容

 1 H28.11. 6 （メール開催）校外HRについて

 

（出典 各学年主任作成資料） 
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資料２－２－③－７ 

「課外活動指導に関する申し合わせ事項」 (抜粋) 

Ⅱ．クラブ顧問の指導体制 

 １．顧問の選任について 

(1) クラブの顧問は６０歳未満の全教員で当たることとする（６０歳以上の教員が自ら望んだ場合はその限 

りではない。）。 

(2) 各クラブの顧問には原則として３名程度の教員がつき，互選により代表顧問を決める。 

(3) 顧問の任期は原則として３年間とし，３年ごとに全体の見直しをかける。 

(4) 顧問の決定については，あらかじめ全教員に第１～第３までの希望調査を行うとともに，学生からの要 

望を勘案し，それらに基づいて学生主事が調整する。 

(5) 顧問の任命は，学生主事の上申した最終調整案に対する校長の決裁によりなされる。 顧問名簿一覧表 

は，３月教員会議に提示される。 

(6) 新たに設立した同好会については，学生主事が調整する。 

(7) 新規採用の教員については，その都度学生主事が調整する。 

 

 ２．指導内容，範囲について 

(1) 顧問は，クラブ活動のスケジュールの把握，事故防止などについての一般的な指導を行う。 

(2) 随時の見回り指導。 

(3) 対外試合における引率。 

※ 技術指導を義務づけるものではない。 

 

（出典 学生委員会申し合わせ類集 平成 26年度４月編集） 
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資料２－２－③－８ 

「クラブ顧問名簿」 

 

                         （出典 平成 28年度クラブ

顧問名簿） 
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資料２－２－③－９ 

「夏季休業期間中の合宿の実施状況」 

平成 28年度

 
（出典 学生課学生支援係作成資料） 
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資料２－２－③－10 

「クラブ顧問会議」 (抜粋) 

平成２８年度 第１回クラブ顧問会議 

 

                        日時 平成２８年５月１３日（金） 

                           １６時４０分～ 

                                              場所 会議室 

 

 議題 

  １．平成２８年度クラブ顧問名簿について        資料 １ 

  ２．高体連釧根支部総会報告について          資料 ２ 

  ３．北海道地区国立高専体育大会組織委員会について      資料 ３ 

  ４．傷害保険制度について 

   (1) 日本スポーツ振興センター                     資料 ４ 

   (2) 高体連主催大会災害補償制度                      資料 ５ 

  ５．クラブへの補助について 

   (1) 後援会からの遠征費補助等            資料 ６ 

   (2) 学生会からのクラブ活動補助について 

  ６．クラブ顧問への活動補助について                    資料 ７ 

   (1) 教員特殊業務手当 

  ７．部員名簿について                       (5/27（金）〆切) 

  ８．クラブ・同好会必要設備・備品（修繕施設）について 資料 ８ (5/27（金）〆切) 

  ９．その他 

    ・原級した４・５年生の大会参加について 

      ・地区体釧路高専事務局組織について         資料 ９ 

 

（出典 平成 28年度５月） 
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 （分析結果とその根拠理由）  

本校では，学級担任および１～３学年には副担任を置いている。各学年担任のうち１名を学年主任と

して，担任団をまとめる役割を果たしてもらうようにしている。学級担任に対しては，「学級担任の手引

き」が配布され，学年主任の主導により，学年担任会議が不定期で開催され，指導方法等の話し合いが

随時行われている。 

課外活動の指導については「全教員がクラブ顧問を担当する」ことを改めて基本方針として決定し，

負担軽減が図られた。また，クラブ顧問会議があり，クラブに対する補助や安全，管理等について議論

を行っている。 

これらのことから，教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

情報処理センター，教育支援センターの学内共同利用センターが，それぞれ特色ある機能を備えてお

り，本校の教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

毎朝，教員連絡会を開催することで，校長からの報告，各種委員会，担任からの連絡や種々の情報を

全員で共有している。 

資料２－２－③－11 

「新任教員研修会 日程表」 

（出典 平成 28年度釧路高専新任教員研修会資料） 
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（改善を要する点） 

平成28年度においては，１学年が改編された創造工学科，２学年以降が改編前の機械・電気・電子・情

報工学科および建築学科の在籍であり，これらの関係について，学生便覧等では十分に説明されていな

い．公的資料においては，２学年以降の学生が存在しない，もしくは全学生が創造工学科に在籍するか

のような記述である． 

また，開催すべき「科目間調整会議」が開催されておらず，教員間の連携の状況に懸念が残る．次年度

以降，開催すべきである． 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

準学士課程は，創造工学科１学科構成である．専攻科課程は，改編前の準学士課程の５学科を２専攻

（建設・生産システム工学専攻，電子情報システム工学専攻）に集約する形で体系的に編成され，実践

的・創造的技術者の養成を可能としている。 

全学的なセンターとして，情報処理センター，教育研究支援センターがある。それぞれのセンターは

特色ある機能を備えて，本校の教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

教育活動を有効に展開するための検討・運営体制として教務委員会・専攻科委員会と運営会議および

企画会議が設置されており，教育活動等について，審議するなどの必要な活動を行っている。教務委員

会のもとに科目間調整会議等があり，一般科目・専門科目間調整の組織的取組がなされるべきところ，

開催されていないことは改善を要する。 

学級担任の他に副担任，学年主任を置き，必要に応じて学年担任会議を開催するなど，学級担任体制

が整備されており，「学級担任の手引き」に基づき担任はホームルームの運営や学生指導などに当たって

いる。全教員によるクラブ顧問体制が整備され，課外活動を通じた教育活動を職務として明確化してい

る。 
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担当注記 

 

観点２－１－①について 

観点２－１－①は，「学科の」構成についての観点であるため，学生便覧で述べられているコース，分

野については言及しない． 

高等専門学校設置基準において，学科は「専攻分野を教育するために組織」するものとなっている．

本校の創造工学科の目的は，「各専門分野を融合」し，「横断的な専門知識や問題解決能力」の修得を謳

っており，微妙なずれがあると思われる．機関別認証評価においては十分な論理的説明が必要であろう．

すなわち，創造工学科の「専攻分野」とは何か，を主張できなければならない．もしも，「専攻分野」を

コース・分野という区分によって担保するのであれば，学科自体の基準への適合が怪しくなる． 

 

観点２－１－②について 

観点２－１－②は，本科の学科構成に対する専攻科の構成についての観点であるため，観点２－１－

①の記述との間には乖離があるが，特に言及しない． 

 

観点２－２－①について 

「運営組織規則」には教務委員会等の各委員会の名称が出てこないため，資料としては不足かもしれ

ない．これ以上の参照を行うためには，各委員会規則，組織の関連を示す図表などを示す必要が出てき

て，余計にややこしくなるため，記述していない．実際の認証評価に耐えられるよう，規則，図表等を

整理するべきと考える． 

 

基準２自己評価概要について 

企画会議規則によると，企画会議は「将来計画，予算及び全体に係る重要事項」の「企画・立案・連

絡調整」の場と定められており，「教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備」という観点

２－２－①にはなじまないのかもしれない．学校全体の管理運営の観点（基準１１）において企画会議

があると主張すべきか．企画会議の議事録・審議記録が公開されていないことからも，自己評価におい

て「証拠」を示して主張することは難しい． 
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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

本校全体の専任教員の人数を資料３− １− ①− １に，一般科目担当の専任教員と非常勤講師の配

置状況を資料３− １− ①− ２〜３に，それぞれ示す。平成28年度現在の一般教育部門の授業担当教員

は，専任教員27名，非常勤講師22名である。専任教員数は設置基準上の必要数22名を上回っている。 

さらに，授業の時間割と専任教員の研究分野を資料３− １− ①− ４〜５に示す。人数としては非

常勤講師が専任教員の約８割にのぼっているが，授業時間数としては専任教員が圧倒的多数を担当し

ていることがわかる（資料３− １− ①− ４）。また，専任教員の専門とする教育・研究分野（資料３

− １− ①− ５）も非常勤講師の経験・資格（資料３− １− ①− ３）もそれぞれ担当する授業科目に関

連したものとなっている。一般科目専任教員の学位に関して（資料３− １− ①− ２），理系では，博

士所持者は14名中９名（64％）である．文系では，修士以上所持者は13名中10名（77％）である．  

本校の一般教育部門の授業は，本校の学習目標のＡ，Ｃ，Ｆを主に達成させるものである。学習

目標Ａを達成させるために，社会系科目と芸術科目を展開している。なお，芸術科目のすべて及び社

会系科目の一部を非常勤講師に依存しているが，関連分野の大半の授業については専任教員が担当し

ている。 

 学習目標Ｃを達成させるために，数学，物理，化学，等の理数系科目を展開している。第１・２学

年の理数系科目では，物理・化学に関してはすべての授業を専任教員が担当し，ライフ＆アースサイ

エンスのすべてと数学の一部の授業については非常勤講師に依存しているが，大半の授業については

専任教員が担当している。第３・４学年の理数系科目では，特に専門分野への橋渡しとして重要であ

ることから，ほぼすべての授業を専任教員が担当しており，非常勤講師への依存は応用数学の習熟度

別６クラス中２クラスに限られている。また，平成28年度に学習支援センターを設置し，数学・物理

について第１学年の遅進学生に対してリメディアル教育「SSL（special supplementary lesson）」

を実施している。 

 学習目標Ｆを達成させるために国語，英語，英会話，等の科目を展開している。高学年の国語系科

目は専任教員が担当し，日本語による記述・討論・プレゼンテーション・コミュニケーション能力の

育成を行っている。国語の非常勤講師への依存は，第２学年の一部の授業に限られている。英語では，

基礎知識を身につけさせるために低学年ではすべて専任教員が授業を担当している。（平成28年度は，

第１学年の一部の授業に非常勤講師を充てているが，これは専任教員の病気休職への暫定的な対策で

ある。）また高学年の英語と英会話の授業では，ネイティブスピーカーを非常勤講師として採用し，

オーラルコミュニケーション能力の育成を図っている。 
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資料３−１−①−１ 

「専任教員の人数」 

教授 准教授 講師 助教 助手 計
一般教育部門理系 6 7 1 14
一般教育部門文系 8 5 13

小計 14 12 1 0 0 27
情報工学分野 4 3 1 2 10
機械工学分野 3 5 1 9
電気工学分野 4 4 2 10
電子工学分野 4 4 2 10
建築学分野 4 4 2 10

小計 19 20 1 9 0 49
33 32 2 9 0 76合計

分野別専任教員数

H28

一般科目
担当教員

専門科目
担当教員

職名

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料３−１−①−２ 

「一般科目を担当する専任教員」 

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a
教授 加藤　隆 工学博士 化学 a

教授 澤柳博文 理学博士
数学，数学II，物理II，
応用数学II・A・C

統計学 b b

教授 浦家淳博 修士（教育学） 物理，応用物理 a
教授 池田盛一 博士（情報科学） 数学 応用解析学 c a,b
教授 近藤浩文 化学 b a a
教授 山﨑俊博 修士（教育学） 数学 b a,b
准教授 松﨑俊明 博士（理学） 物理
准教授 小谷泰介 博士（理学） 数学，数学III b
准教授 梅津裕志 博士（理学） 物理，応用物理 物理学特論 b b,c
准教授 宮毛明子 博士（理学） 数学A・B a,b,c 前期休職
准教授 岡　康之 博士（理学） 数学，応用数学A a,b,c b
准教授 村上公一 博士（理学） 数学，応用数学A b,c b,c
准教授 小久保慶一 修士（教育学） 物理，物理演習 a
講師 登口　大 修士（理学） SSL a

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a

教授 木村峰明 法学修士
世界史，歴史と文化I，
言語と社会（ドイツ語）

b

教授 小田島本有 文学修士
国語，
コミュニケーション実践

b b

教授 吉田茂 英語 b a

教授 片岡務 修士（教育学） 英語，英語演習
総合英語I，
総合英語II

b a

教授 舘下徹志 修士（文学）
国語，
コミュニケーション実践

日本語表現技法 b a

教授 三島利紀 修士（教育学） 体育，保健 a

教授 加藤岳人
国語，
コミュニケーション実践

a,b a

教授 林　幸利 修士（教育学） 英語 a

准教授 藤本一司 文学修士
倫理社会，哲学，
言語と社会（ドイツ語）

b a

准教授 舘岡正樹 体育，保健 a

准教授 田村聡子
M.Ed，
博士（学術）

a a a 前期休職

准教授 沼田　敦 修士（教育学） 英語 b a

准教授 大石　玄 修士（法学）
現代社会，法学，
言語と社会（スペイン語）

技術者倫理 b b

他機関勤務経験

備考

H28一般教育部門（文系） 13名

職名 氏名 学位・資格

担当科目

教育機関勤務経験について，aは常勤，bは非常勤，cはその他（学振・内地・外地研究員等）．

H28一般教育部門（理系） 14名

職名 氏名 学位・資格

担当科目 他機関勤務経験

備考

一般科目を担当する専任教員
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資料３−１−①−３ 

「一般科目を担当する非常勤講師」 

氏名 本科担当科目 専攻科担当科目 職業・勤務先
舘下美優貴 国語(2,2) 前 高校教員
中川昌久 日本史(5,5) 釧路工業高校 教員
神田房行 環境学(2,2) 北方環境研究所 所長

山内一美
現代社会(10,10)，
歴史と文化II(2,2)

学習塾 経営

田　野 言語と社会（中国語）(2,2) 前 中国水利水電気設計院
阿部義美 数学A(10,10) 学習塾 経営
伊藤勝夫 数学A(4,4) 前 高校教員
小林静夫 ライフ＆アースサイエンス(4,4) 北洋高校・湖陵高校 非常勤講師
恐神邦秀 体育(6,6) 前 本校教員

田川淳一 剣道（集中講義20）
白糠町スポーツ少年団 指導員，
剣道７段

梅崎明生 剣道（集中講義20）
釧路市武道館 ボランティア指導者，
剣道６段

松本　茂 英語(4,4) 釧路工業高校 教員
石山　勲 英語(6,6) 前 高校教員
ローズ友恵 英語(12,12) 英会話教室 講師
エリック・ローズ 英会話(2,2)，英語(5,5) 英会話教室 経営
ブライアン・ヘイコックス 英会話(2,2)，英語(5,5) 前 英語家庭教師
高橋久美子 音楽(4,4) 前 中学校教員
加藤直樹 美術(2,2) 北海道教育大学釧路校 非常勤講師
高橋由紀雄 美術(2,2) 北海道教育大学釧路校 非常勤講師

小杉和寛 心理学(2,2)
釧路ケアカレッジ 非常勤講師，
釧路専門学校 非常勤講師，
医療法人 嘱託心理療法士

佐藤穆 応用数学A(8,8) 前 学習塾経営

加藤順司 応用数学A(0,2)
前 本校教員，
博士（理学）

担当科目の括弧内の数は週毎の担当時間数（前期，後期）．
一般科目を担当する非常勤講師

H28
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資料３−１−①−４ 

「授業時間割」 

(a) クラス時間割 
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資料３−１−①−４（続き） 

(b) 専任教員時間割 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

留 留 2E 2E 4A 4J 2M 4A 3D 3D 2E 4J 2M 2M 3J 3J
2組 2組 3E 3E 1組 1組 1組 2組 3組 4D 3A 3A 4D 3組 3組 4組 4組

4E 1KS 1KS 4組 4組 2A 2A 2J 2J 2A 2D 2D 4M 4M 4E 3M 3M 1年 1年

3M 3M 5選 5選 5J 5J 3J 3J 3E 3E 3A 3A 3D 3D 5A 5A
1組 1組 4組 4組 3組 3組 5選 5選 5M 5M 5D 5D 2組 2組 5E 5E

4組 4組 2KS 2KS 2組 2組 1組 1組 4A 3組 3組 4M 4D 4E 4J 5選 5選

2組 2組 3M 3M 3M 3M 2組 2組 2D 2D 3M 3M 2組 2組

3E 3E 2A 2A 3組 3組 3E 3E 2A 2A 3組 3組 2M 2M 3E 3E

3A 3A 3A 3A 1組 1組 2E 2E 3A 3A 4選 4選 1組 1組 2E 2E
4ED 4ED 4MJ 4MJ 3J 3J 4ED 4ED 4MJ 4MJ 3J 3J 3J 3J 1年 1年

2M 2M 4A 4A 2D 2D 2D 2D 2M 2M 2J 2J 2A 2A

相 相 1年 1年 相 相 1年 1年

3組 3組 4組 4組 2組 2組 1組 1組

2M 3J 3J 3D 3D 3E 3E 1年 1年 3M 3M 2M 2M 3A 3A

2A 2A 3組 2J 2J 1年 1年 2組 2組 2A 2E 2E 2E 2J 3組 3組

4J 4J 4A 4A 1年 1年 4E 4E 4D 4D 2D 2D 4M 4M 2D

2D 2D 2A 2A 2M 2M 2J 2J 2E 2E

3M 1組 1組 1年 1年 3J 3A 3E 4組 4組 3D

3A 3A 4J 4J 4E 4E 3J 3J 3J 3E 3E 3M 3M 4A 4A 3D 3D

2A 2A 2J 2J 3組 3組 4M 4M 4組 4組 2組 2組 1組 1組 4D 4D

2M 2M 2E 2E 3習 3習 2A 2A 2D 2D 2J 2J
1組 4組 4組 4選 4選 1KS 1KS 1組 1組 3習 3習 3組 3組 2組 2組 4A 4A

1組 1組 3組 3組 2組 2組 2組 4J 4J 3習 3習 4E 4E 4D 4D 4組 4組

2A 2D 2D 2M 2E 2E 2J 2J 2M 2M 3習 3習 2D 2E 2J 2A 2A

2J 2J 4A 4A 5選 5選 4MJ 4MJ 4選 4選 1KS 1KS 4MJ 4MJ 2J 2J

3D 3D 2E 2E 4ED 4ED 3D 3D 3D 3D 4組 4組 4ED 4ED 4組 4組

2KS 2KS 4M 2K 2K 卒 卒 卒 3M 3M 4M 4M 卒 卒 卒 5M 5M

4M 4M 2M 3M 3M 1KS 1KS 卒 卒 卒 卒 卒 卒 4M 4M 4M 2M2K2M

4M 4M 5M 5M 5M 5M 卒 卒 卒 5M 5M 5M 5M 卒 卒 卒 4M 4M 4M 4M 4M

5M 5M 2KS 2KS 卒 卒 卒 4M 4M 3M 3M 5M 5M 5M 5M 卒 卒 卒 2K 2K

3M 3M 3M 卒 卒 卒 5M 5M 4M 4M 1K 1K 卒 卒 卒 4M 4M 4M 1年 1年

2K 2K 4M 4M 2M 2M 2M 卒 卒 卒 卒 卒 卒 5M 5M

2M 2M 卒 卒 卒 3M 3M 5M 5M 5M 5M 卒 卒 卒 4M 4M 4M 1KS 1KS

3M 3M 3M 5M 5M 3M 卒 卒 卒 4M 4M 3M 3M 卒 卒 卒 1K 1K

4E 4E 4E 3E 3E 卒 卒 卒 卒 卒 卒 卒 卒 4E 4E 2KS 2KS

5E 5E 5E 5E 5E 5E 4E 4E 卒 卒 卒 卒 2E 2E 卒 卒 卒 卒

5E 5E 卒 卒 卒 卒 3E 3E 5E 5E 卒 卒 卒 卒 5EDJ 5EDJ

4E 4E 4E 3E 2S 2S 卒 卒 卒 卒 5E 5E 5E 卒 卒 卒 卒

5E 5E 1KS 1KS 卒 卒 卒 卒 2E 2E 卒 卒 卒 卒

2E 2E 2E 4E 卒 卒 卒 卒 4E 4E 卒 卒 卒 卒 3E 3E 3E 3E 3E 3E

4E 4E 4E 2E 卒 卒 卒 卒 3E 3E 卒 卒 卒 卒 4E 4E

卒 卒 卒 卒 4組 4組 2S 2S 卒 卒 卒 卒 3E 3E 3E 3E 3E 3E

5E 5E 5E 5E 5E 5E 3E 3E 卒 卒 卒 卒 3E 3E 5E 5E 卒 卒 卒 卒 2E 2E

2E 2E 2E ２ＫＳ ２ＫＳ ２ＫＳ 卒 卒 卒 卒 4組 4組 卒 卒 卒 卒

4D 4D 卒 卒 卒 2D 2D 5D 5D 卒 卒 卒 2S 2S 2S 2S

3D 3D 3D 3D 4D 卒 卒 卒 5D 5D 卒 卒 卒 3D 3D 1S 1S

4D 4D 5D 5D 1S 1S 卒 卒 卒 3D 3D 4D 4D 卒 卒 卒 4D 4D 5EDJ 5EDJ

5D 5D 卒 卒 卒 5D 5D 2KS 2KS 4D 4D 卒 卒 卒 2D 2D 4D 4D 5EDJ 5EDJ

5D 5D 2D 4D 4D 卒 卒 卒 2D 2D 卒 卒 卒 1S 1S

卒 卒 卒 卒 卒 卒

3D 2S 2S 4D 4D 卒 卒 卒 卒 卒 卒 3組 3組 2D 2D 5EDJ 5EDJ

3D 3D 4D 4D 卒 卒 卒 2D 2D 3D 3D 卒 卒 卒 3D 3D
２ＫＳ ２ＫＳ ２ＫＳ 5D 5D 卒 卒 卒 4D 4D 卒 卒 卒 4D 4D 1年 1年

5D 5D 3D 3D 3D 3D 卒 卒 卒 2D 2D 2D 2D 卒 卒 卒 3D 3D 2D 2D

2S 2S ２ＫＳ ２ＫＳ ２ＫＳ 4J 4J 卒 卒 卒 2S 2S 卒 卒 卒 4J 4J

5J 5J 卒 卒 卒 3J 3J 1KS 1KS 2S 2S 5J 5J 卒 卒 卒 4J 4J 3J 3J

3J 3J 5J 5J 4J 4J 卒 卒 卒 2J 2J 2S 2S 卒 卒 卒 4J 4J 2S 2S

4J 4J 3J 3J 卒 卒 卒 2J 2J 2S 2S 1KS 1KS 卒 卒 卒 3J 3J

3J 3J 2J 2J 卒 卒 卒 5J 5J 4J 4J 4J 2S 2S 5J 5J 卒 卒 卒
2組 2組 卒 卒 卒 2J 2J 2S 2S 4J 4J 卒 卒 卒 5EDJ 5EDJ 4J 4J

5J 5J 2J 2J 2組 2組 卒 卒 卒 2S 2S 2J 2J 卒 卒 卒 4J 4J

5J 5J 2J 2J 2J 3J 3J 卒 卒 卒 2S 2S 2J 2J 卒 卒 卒 3J 3J

卒 卒 卒 2S 2S 卒 卒 卒

3J 3J 2組 2組 卒 卒 卒 2J 2J 2S 2S 卒 卒 卒 1年 1年

5A 5A 5A 5A 5A 5A 卒 卒 卒 卒 2K 2K 5A 5A 卒 卒 卒 卒 5A 5A

4A 4A 2K 2K 卒 卒 卒 卒 2A 2A 2A 2A 卒 卒 卒 卒 5A 5A 3A 3A

4A 4A 卒 卒 卒 卒 4A 4A 2K 2K 卒 卒 卒 卒 5A 5A

卒 卒 卒 卒 4A 4A 5A 5A 卒 卒 卒 卒 4A 4A 2K 2K

5A 5A 卒 卒 卒 卒 3A 3A 2KS 2KS 卒 卒 卒 卒 2A 2A

4A 4A 5A 5A 卒 卒 卒 卒 5A 5A 2A 2A 5A 5A 卒 卒 卒 卒 4A

5A 5A 2A 卒 卒 卒 卒 3A 3A 2A 2A 4A 卒 卒 卒 卒
1KS 1KS 3A 3A 3A 3A 3A 3A 3A 卒 卒 卒 卒 2K 2K 2A 2A 卒 卒 卒 卒

4A 4A 卒 卒 卒 卒 3A 3A 卒 卒 卒 卒 2A 2A

卒 卒 卒 卒 2K 2K 2A 2A 4A 4A 卒 卒 卒 卒 5A 5A 1組 1組

大石

月 火 水 木 金

小田島

加藤岳

舘下徹

木村

藤本

平成２８年度前期個人別授業時間割　　（５月１９日現在）

近藤

池田

山崎

小谷

岡

加藤順

宮毛

登口

加藤隆

浦家

松崎

梅津

高橋剛

小久保

三島

舘岡

吉田

片岡

林幸

田村

沼田

澤柳

村上

星野

千田

渡邊聖

小杉

川村

前田

赤堀

樋口

福地

高木

野口

小松

佐川

髙

佐々木

鈴木俊

本田

齋藤

佐藤英

中村

坂口

松本

浅水

戸谷

山田

中島

山形

大前

渡邊駿

大貫

大槻典

高橋晃

柳川

本間

天元

林裕

土江田

鈴木未

草苅

佐藤彰

三森

千葉

加藤雅

鈴木邦

西澤

馬淵

大槻香

桒原  
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資料３−１−①−４（続き） 

(c) 非常勤講師時間割 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2J 2D

2D 2D 2J 2J 2A 2A 2E 2E 2M 2M 5選 5選

2E 2A 2M 2D 2J

5選 5選

5選 5選

4組 4組 1組 1組 4組 4組 1組 1組 2組 2組

3組 3組 3組 3組

2E 2E 2D 2D 2M 2M

3M 3M 3E 3E

3J 3J 3A 3A 3D 3D

5M 5D 3選 3選 5A 5E 5J

5M 5D 4選 4選 5選 5選 5A 5E 5J

4M 4M 3組 3組 2組 2組 4組 4組 1組 1組 3習 3習

23組 23組 14組 14組

14組 14組

5選 5選

4ED 4ED 4MJ 4MJ 4ED 4ED 4MJ 4MJ

23組 23組

4組 1組 3組 2組

4E 4E

4M 4M

1KS 1KS

田　野

平成28年度前期個人別授業時間割　　（4月12日現在）

月 火 水 木 金

舘下美

山　内

中　川

神　田

佐藤穆

阿部義

伊　藤

恐　神

松本茂

石　山

ライアン

エリック

ローズ友恵

高橋久

加藤直

小杉和

加藤順

高橋由

小　林

吉　岡

荒　井

星　野  

（出典 平成H28年度前期授業時間割） 
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資料３−１−①−５ 

「専任教員の研究分野」 

分野名 校長 機械工学科 電気工学科 電子工学科 情報工学科 建築学科
一般教育科

(理系)

一般教育科

(文系)

教育研究

支援センター

高橋 剛 三森 敏司 石塚 和則

樋口 泉 江口 陽人

福地 孝平 樋上 磨

的野 卓司

吉田 周平

齋藤 誠紀 大前 洸斗

坂口 直志

松本 和健

岸 徳光 草苅 敏夫

鈴木 邦康

小松 正明 松﨑 俊明 稲守 栄

佐々木 敦 横山 安弘

佐藤 英樹

野口 孝文 戸谷 伸之 髙橋 晃 小清水 誠

山形 文啓 髙坂 宜宏

二谷 聡志

村上 誠一

高木 敏幸 浅水 仁 大槻 典行

本田 匠 髙 義孔 大貫 和永

山田 昌尚 土江田 織枝

林 裕樹

栁川 和徳

渡邊 聖司 渡邊 駿 鈴木 未央

天元 宏

中島 陽子

本間 宏利

前田 貴章 千田 和範 中村 隆

赤堀 匡俊 佐川 正人 大槻 香子 浦家 淳博

川村 淳浩 加藤 雅也 加藤 隆

小杉 淳 桒原 浩平

佐藤 彰治

鈴木 俊哉 梅津 裕志

澤柳 博文

宮毛 明子

村上 公一

池田 誠一

岡 康之

小谷 泰介

山﨑 俊博

登口　大

千葉 忠弘 大石 玄

西澤 岳夫 木村 峰明

馬淵 大宇 藤本 一司

小田島 本有

片岡 務

加藤 岳人

舘下 徹志

田村 聡子

沼田 敦

林 幸利

近藤 浩文 舘岡 正樹

小久保 慶一 三島 利紀

𠮷 田 茂

研究分野対応表

信号情報

処理

構造材料･

加工

機能材料･

製造

耐震構造・

防災

電気・電子

情報処理

基盤

言語・文学・

コミュニ

ケーション

教育･生涯学

習・教材開発

知識情報

処理

メカトロ・

計測制御

熱・流体・

自然環境

(素粒子)

物理学

数学

生活・文化・

社会環境

第1回地域連携・
研究推進委員会

H28.4.27
資料2

 

（出典 地域連携・研究推進委員会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

一般教育部門の授業担当教員は，専任教員27名であり，設置基準上の必要専任教員数の22名を上回って

いる。また，各教員の研究分野はそれぞれ担当する授業科目にふさわしいものである。 

 本校の一般教育部門の授業は，本校の学習目標のＡ，Ｃ，Ｆを主に達成させるよう設計されている。選

択科目を中心として一部の科目を非常勤講師に依存してはいるが，必修科目を中心として大半の科目では

専任教員による授業が展開されている。また，高学年の英語と英会話の授業では，ネイティブスピーカー

を非常勤講師として採用し，オーラルコミュニケーション能力の育成が図られている。 

これらのことから，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員は適切に配置されている。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

前掲の資料３− １− ①− １の通り，本校の専門科目の担当教員数は49名であり，高等専門学校設

置基準の28名を上回っている。また，教授・准教授の合計人数は39名であり，設置基準上の必要数38

名を上回っている。 

 本校の各専門分野の専任教員および非常勤講師の配置状況を資料３− １− ②− １〜２に示す。専門

科目の専任教員の学位・資格に関して，博士所持者は49名中41名（84％）であり，技術士は２名，一

級建築士は２名である。また，非常勤講師は３名である。 

 専任教員の経歴に関して，それぞれの専門分野に関連した外部機関での勤務経験者は，延べ67名

（137％）であり，すべての専門分野に複数名ずつ配置されている。また，常勤の経験に限っても，

延べ33名（67％）であり，内訳として，高等教育機関の勤務経験者は11名（22％），中等教育機関は

１名（２％），研究機関は２名（４％），民間企業は19名（39％）である。 

 各分野の専門科目は，主に学習目標Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｇを達成させるために展開している。各分野

とも，非常勤講師への依存は，前掲の資料３− １− ①− ４の通り，人数・時間ともに軽微であり，ほ

ぼすべての講義，実験，実習，演習，及び卒業研究について，専任教員が担当・指導している。専任

教員の現在の研究分野は，前掲の資料３− １− ①− ５の通りであり，担当する科目と直接的または間

接的に関連するものとなっている。なお，専門科目の非常勤講師は，資料３− １− ②− ２の通り，弁

理士，企業技術者，等であり，時代に即応した実務的・先端的な授業展開を図っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の各専門分野の教員数は高等専門学校設置基準を上回っている。また，教授・准教授の合計人

数は高等専門学校設置基準を満たしている。各分野とも，ほぼすべての科目（講義，演習，実験，実

習，及び卒業研究）が専任教員によって担当・指導されている。専任教員の学位・資格について，博

士の学位所持者は８割以上であり，その中には技術士・一級建築士の資格所持者もいる。専任教員の

経歴について，それぞれの専門分野に関連した外部機関の勤務経験者が約７割であり，それらがすべ

ての専門分野に配置されている。非常勤教員については，現役弁理士，企業技術者，等の専門家であ

り，時代に即応した授業展開が図られている。これらのことから，教育の目的を達成するために必要

な各分野の専門科目担当教員は適切に配置されている。 
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資料３−１−②− １ 

「専門科目を担当する専任教員」 

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a

教授 大貫和永
博士
(情報科学)

情報工学基礎，工学基礎，
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸII，情報論，
知的財産，情報工学実験II

ｿﾌﾄｳｪｱ
工学特論

b a

教授 大槻典行
博士
(情報科学)

電磁気学，計算機制御，
情報工学実験II，
信号処理I・II，電子回路，
工学基礎，情報工学演習

情報数学
特論

教授 髙橋　晃 工学修士
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語I，ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ，
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸI・II，ｵｰﾄﾏﾄﾝ，
情報工学実験II，工学基礎

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

b

教授 天元　宏 博士(工学)
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語III，
確率統計，情報ﾘﾃﾗｼｰ，
人工知能，情報工学演習

人工知能
特論，
多変量解析

b,c

准教授 栁川和徳 博士(工学)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語II，
情報工学実験I，電気回路，
図形処理，情報工学演習，
数値解析，工学基礎

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

b,c

准教授 本間宏利 博士(工学)

情報数学，ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ論，
ｿﾌﾄｳｪｱ工学，工学基礎，
情報工学実験III，
ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｸﾞﾗﾌ論

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
特論

c

准教授 林　裕樹 博士(工学)
ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ，ｺﾝﾊﾟｲﾗ，
情報ﾘﾃﾗｼｰ，情報工学実験II

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

a,b

講師 土江田織枝 修士(工学)
UNIXﾘﾃﾗｼｰ，計算機方式，
工学基礎，情報工学実験I，
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語II

a

助教 中島陽子 博士(工学)
情報工学演習，
論理回路，工学基礎

c
前期外地
研究員

助教 鈴木未央 博士(工学)
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語I，工学基礎，
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸI，
ｿﾌﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ，情報ﾘﾃﾗｼｰ

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a

教授 高橋　剛
博士(工学)，
技術士
(機械)

機械工作法I・II，生産工学，
機械工学実習・実験III，
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾝﾍﾟ，CAE，
構造解析I・II，機械材料

技術者倫理，
構造解析II

a

教授 樋口　泉 博士(工学)
機械設計製図I，材料力学I・II，
機械工学実習・実験I・III・IV

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
設計工学

b a

教授 川村淳浩
博士(工学)，
技術士
(機械)

機械設計製図II，熱力学I・II，
機械工学実習・実験III・IV，
熱ｴﾈﾙｷﾞｰ工学

技術者倫理，
内燃機関
工学概論

b a

准教授 渡邊聖司 工学修士
工業力学，機械設計法I・II，
機械工学実習・実験III，
CAD，CAD/CAM

品質工学 c

准教授 小杉　淳 修士(工学)

流体工学I・II，
機械創造設計，計測工学，
機械工学実習・実験III・IV，
流体機械，応用流体工学

油空圧工学
概論

b a

H28機械工学分野9名

職名 氏名 学位・資格

担当科目 他機関勤務経験

備考

専門科目を担当する専任教員

担当科目について，卒業研究，特別研究・演習・ゼミ，および創造特別実験は省略．
教育機関勤務経験について，aは常勤，bは非常勤，cはその他（学振・内地・外地研究員等）．

H28情報工学分野10名

職名 氏名 学位・資格

担当科目 他機関勤務経験

備考

 

（次頁へ続く） 
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資料３−１−②− １(続き) 

准教授 赤堀匡俊 博士(工学)
機械工学実習・実験I・III，
伝熱工学，ﾒｶﾄﾛﾆｸｽI・II，
情報ﾘﾃﾗｼｰ，工業数学

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ
工学，
数値計算特論

a

准教授 前田貴章 博士(工学)
機械工学実習・実験II・III，
電気電子工学，制御工学，
制御CAD，工学基礎

機械制御
工学概論

b

准教授 関根孝次 博士(工学)
機械力学，振動工学，
工学基礎

構造解析Ｉ a,b b a 後期採用

助教 福地孝平 博士(工学)
機械工学実習・実験II，
機械材料I・II，材料評価学，
表面工学，情報ﾘﾃﾗｼｰ

材料ｼｽﾃﾑ
工学

b

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a

教授 高木敏幸 博士(工学)
電気機器I・II，情報処理，
電気工学実験II

ｿﾌﾄｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ
特論

b,c

教授 野口孝文 博士(工学)
電子計算機，電子回路，
電気工学実験V

ｿﾌﾄｳｪｱ
ｱｰｷﾃｸﾁｬ

c b

教授 小松正明 博士(工学)
電気回路I，電気計測，
通信工学，電気工学実験IV，
電気ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学

宇宙ｼｽﾃﾑ
工学

c a

教授 佐々木　敦 博士(工学)
電気工学実験I，高電圧工学，
電気製図，電気設計

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ工学 a

准教授 千田和範 博士(工学)
機械工学概論，制御工学，
電気工学実験III

制御工学
特論

a

准教授 佐川正人 博士(文学)

電気工学実験II，電子回路，
電気法規・電気施設管理，
発変電工学，電気回路II，
電気製図

ｴﾈﾙｷﾞｰ
変換工学

a a

准教授 鈴木俊哉 博士(理学)
ものづくり基礎，電気磁気学，
電気工学実験II，工学基礎

b

准教授 齋藤誠紀 博士(工学)
電気回路I，電子工学，
電気材料

後期外地
研究員

助教 本田　匠
博士
(情報科学)

ものづくり基礎，工学基礎，
電気工学実験I，
電磁波工学，情報ﾘﾃﾗｼｰ

電磁波工学
特論

b c a

助教 佐藤英樹
電気製図，電気工学実験III・IV，
情報ﾘﾃﾗｼｰ，電気応用

a

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a

教授 中村　隆 博士(工学)

電子回路III，電気回路III，
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理，
光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ，創造工学，
電子工学実験V，数値解析

応用光学 c a

教授 坂口直志
ものづくり基礎，電子回路I，
電子工学実験II，工学基礎，
電子材料I・II，半導体工学I・II

量子統計
工学

a

教授 松本和健 博士(工学)

電子工学実験III・IV，
電磁気学III・IV，
電気回路II，ｼｰｹﾝｽ制御，
ｼｰｹﾝｽ制御応用演習

計測工学
特論

a a

教授 浅水　仁 博士(工学)

電気回路I，応用情報処理，
電子工学実験IV・V，
通信網工学，
画像工学，電子機器

信号画像
処理I

b a

H28電子工学分野10名

職名 氏名 学位・資格

担当科目 他機関勤務経験

備考

H28電気工学分野10名

職名 氏名 学位・資格

担当科目 他機関勤務経験

備考

 

（次頁へ続く） 



釧路高等専門学校 基準３ 

- 71 - 

 

 

 

資料３−１−②− １(続き) 

准教授 戸谷伸之 博士(工学)

ものづくり基礎，創造工学，
電磁気学I・II，工学課題実験，
通信伝送工学，電子計測，
工学基礎

ﾈｯﾄﾜｰｸ
工学特論

a,b

准教授 山田昌尚
博士(工学)，
修士(学術)

c
外地
研究員

准教授 髙　義礼 博士(工学)

回路設計基礎演習，ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ，
電子工学実験III，計測ｼｽﾃﾑ，
工学課題実験，情報ﾘﾃﾗｼｰ，
電子工学基礎，電磁波工学

ｱﾅﾛｸﾞ
高周波
回路設計

a

准教授 山形文啓 博士(工学)

ものづくり基礎，ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ，
創造工学，ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ通信概論，
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ記述言語，
論理回路I・II，電子工学実験I・II

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ通信
概論

a

助教 大前洸斗 博士(工学)
電子回路II，ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学，
画像工学，電子工学実験V，
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語II，情報基礎

機能ﾃﾞﾊﾞｲｽ
工学

助教 渡邊　駿 博士(工学)

制御工学，電子工学実験II，
創造工学，ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語I，
回路設計基礎演習，
電子工学総合演習

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ b

本科 専攻科
高等
教育
a,b,c

中等
教育
a,b

研究
機関
a,b,c

民間
企業

a

教授 草苅敏夫 博士(工学)

鋼構造，鋼構造設計演習，
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造，
建築総合演習，木質構造，
建築防災工学，溶接工学

耐震構造 a

教授 佐藤彰治 博士(工学)
建築設計演習I，建築計画I，
建築工学実験，
建築設備I・II

建築環境
計画，
高齢者
環境学

a,b

教授 三森敏司 博士(工学)
建築材料，建築工学実験，
建築総合演習，工学基礎，
ｺﾝｸﾘｰﾄ工学特論

建築材料学，
寒中ｺﾝｸﾘｰﾄ
工学

教授 加藤雅也 博士(工学)
建築構造力学Ia・Ib，測量学，
土質基礎工学，海洋建築，
情報処理演習

環境
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

c a

准教授 千葉忠弘 工学修士
建築設計演習III，
建築計画II，都市計画

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ｲﾒｰｼﾞ，
設計支援
ｼｽﾃﾑ

准教授 鈴木邦康 博士(工学)
測量学，建築構造力学II・III，
RC構造設計演習，建築生産，
ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学，建築構造解析

応用力学 a a

准教授 西澤岳夫
博士(工学)，
一級建築士

建築設計演習I・IV，建築史，
建築CAD演習，ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ，
ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学，特別設計演習

a

准教授 桒原浩平 博士(工学)
建築環境工学I・II，工学基礎，
建築総合演習，ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学，
情報ﾘﾃﾗｼｰ，ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

空調設備 a,c

助教 大槻香子
情報処理演習，建築工学実験，
建築CAD演習，ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

a

助教 馬淵大宇
博士
(建築学)，
一級建築士

建築概論，建築法規，
建築設計演習II

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

b

H28建築学分野10名

職名 氏名 学位・資格

担当科目 他機関勤務経験

備考

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料３−１−②− ２ 

「専門科目を担当する非常勤教員」 

氏名 本科担当科目 専攻科担当科目 職業・勤務先 備考

古谷栄男
知的財産
（集中講義15）

古谷国際特許事務所
経営・弁理士

全分野共通，
情報工学分野専任教員との
共同担当

吉岡一城 送配電工学(2,0) 北海道電力 電気工学分野

荒井　誠
メカトロニクスI・II
(2,2)

釧路工業技術センター
専務理事

機械工学分野

専門科目を担当する非常勤講師

H28
担当科目の括弧内の数は週毎の担当時間数（前期，後期）．

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校専攻科の開講科目及び非常勤講師を資料３− １− ③− １〜３に示す。専任教員は前掲資料３−

１− ①− ２及び資料３− １− ②− １の通りである。本校では専攻科単独の教員組織を設置せず，ほぼ

すべての科目を本科の一般教育部門・専門分野所属の教員が担当しており，非常勤教員の採用は最小

限となっている。 

 本校教員の学位所持者の割合は，一般理系・専門分野の博士，並びに一般文系の修士以上がともに

８割程度に上っており，また大学での教育経験者の割合も１割以上である。これによって本校専攻科

の目的である「高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専

門的知識及び技術を教授し，その研究を指導」することの達成を図っている。専攻科の授業科目につ

いては本科の基礎の上に実施しており，担当する教員についても準学士課程の科目担当実績を考慮し

て配置している。 

 本校専攻科は，資料３− １− ③− ４の通り，独立行政法人大学改革支援・学位授与機構によって学

士の学位授与の特例適用が認定されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科の授業科目を担当する教員団には，専門分野に関連する博士・修士の学位所持者，民間企業

の実務経験者，大学の教育経験者が含まれている。専攻科の授業科目については本科の基礎の上に実

施されており，担当する教員についても本科の科目担当実績が考慮されて配置されている。さらに，

学士授与の特例も適用されている。これらのことから，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員は適切に配置されている。 
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資料３−１−③− １ 

「専攻科建設・生産システム工学専攻科目表」 

 

（出典 学校要覧2016） 
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資料３−１−③− ２ 

「専攻科電子情報システム工学専攻科目表」 

 

（出典 学校要覧2016） 
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資料３−１−③− ３ 

「専攻科非常勤講師」 

氏名 本科担当科目 専攻科担当科目 職業・勤務先 備考
星野裕一 応用数学特論(2,0) 前 本校教員 専攻科共通科目
星野洋平 システム工学（集中講義15） 北見工業大学 准教授 専攻科共通科目

専攻科科目を担当する非常勤講師

H28
担当科目の括弧内の数は週毎の担当時間数（前期，後期）．

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料３−１−③− ４ 

「学士の学位授与の特例適用の認定状況」 

 

（次頁へ続く） 
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資料３−１−③− ４（続き） 

 

（出典 平成 28 年度独立行政法人大学改革支援・学位授与機構認定 

短期大学・高等専門学校専攻科一覧） 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講

じられているか。 

（観点に係る状況）  

 専任教員の年齢構成及び性別構成を資料３− １− ④− １〜２に示す。年齢構成については，教員団

に要求される幅広い業務へ継続的に対応できるよう，あらゆる年代をカバーしている。性別構成につ

いては，女性教員の割合は８％（76名中６名）であり，学生における女子の割合17％と比べて低いが，

教員選考の際には資料３− １− ④− ３に示す通り，女性の採用促進のための基準を設定している。ま

た，資料３− １− ④− ４に示す通り，女性を主な対象とするインターンシップを企画している。（た

だし，応募者がなく，実行までには至っていない。）なお，新任教員の公募にあたっては，各部門・

分野の長から校長に対して教員採用伺いを提出し，これを基に教員選考委員会において公募条件を決

定している。 

 教員団の能力向上のため，新任教員の選考では，本校の目的である「後期中等教育に相当する年齢

層の学生を対象とした実践的技術者の養成」に鑑みて，専門分野における学位・資格の所持，並びに

教育・実務の経験を重視している。また，現役教員に対しては，資料３− １− ④− ５に示す通り，校

長裁量経費において研究活性化支援経費を設定し，学位取得を研究費の面で支援している。これらの

施策の結果として，資料３− １− ④− ６に示す通り，高専機構が定める数値目標（文系教員で修士以

上80%，理系教員・専門教員で博士70%）を達成しつつある。理系・専門については，学位所持率は

79％であり，すでに目標を達成している。文系については，現状では77％であり未達成であるが，近

い将来に達成できる見込みもある。 

教員団の勤務経験の多様性について，資料３− １− ④− ７に示す通り，本校以外の機関での勤務

経験を持つ教員は，延べ121名（159％）である。その内，他教育機関での常勤として教育経験を持つ

教員は，一般教育部門では21名（78％），専門分野では12名（24％）である。また，民間企業での実

務経験者を持つ教員は，専門分野で19名（39％）である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 専任教員の年齢構成は，ほぼすべての年代をカバーしており，持続可能性のある均衡が保たれてい

る。専任教員の女性の割合は，学生と比べて低いが，教員公募に際して男女比の適正化が図られてい

る。学位等所持者数の向上促進について，着実に遂行されており，高専機構が定める数値目標が達成

されつつある。また，教員団の勤務経験の多様性も確保されている。これらのことから，学校の目的

に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置は講じられている。 
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資料３−１−④−１ 

「専任教員の年齢構成」 

H28.05.01 

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

資料３− １− ④− ２ 

「専任教員の性別構成」 

 

男 女 計
教授 33 0 33

准教授 31 2 33
講師 1 1 2
助教 6 3 9
助手 0 0 0
合計 71 6 77

専任教員の性別構成

H28
性別

 

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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資料３− １− ④− ３ 

「教員の公募について」 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３− １− ④− ４ 

「インターンシップ参加者募集の案内」 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３−１−④−５ 

「校長裁量経費取扱要項（抜粋）」 

 

（出典 本校規程） 



釧路高等専門学校 基準３ 

- 84 - 

 

 

 

 

資料３−１−④−７ 

「専任教員の他機関勤務経験」 

a b c 小計 a b 小計 a b c 小計
一般教育部門理系 14 4 8 4 16 5 4 9 1 2 2 5 30
一般教育部門文系 13 2 9 11 10 2 12 0 1 24

小計 27 6 17 4 27 15 6 21 1 2 2 5 1 54
情報工学分野 10 1 5 4 10 0 0 2 12
機械工学分野 9 2 5 1 8 1 1 2 1 1 4 15
電気工学分野 10 2 3 3 8 1 1 1 1 2 4 15
電子工学分野 10 2 3 2 7 0 1 1 5 13
建築学分野 10 4 2 1 7 0 1 1 4 12

小計 49 11 18 11 40 1 2 3 2 1 2 5 19 67
76 17 35 15 67 16 8 24 3 3 4 10 20 121

一般科目
担当教員

専門科目
担当教員

合計（延数）

他機関勤務経験
在籍 合計

（延数）

専任教員の他機関勤務経験

H28
各機関のaは常勤，bは非常勤，cはその他（学振・内地・外地研究員等）．

高等教育機関 中等教育機関 研究機関 民間企業
a

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 

資料３−１−④−６ 

「専任教員の学位所持状況」 

博士 修士 計
一般教育部門理系 14 8 4 12
一般教育部門文系 13 1 9 10

小計 27 9 13 22
情報工学分野 10 8 2 10
機械工学分野 9 7 2 9
電気工学分野 10 9 9
電子工学分野 10 9 9
建築学分野 10 8 1 9

小計 49 41 5 46
76 50 18 68合計

複数所持の場合，最上位のみ計上．

専任教員の学位所持状況

H28

一般科目
担当教員

専門科目
担当教員

在籍
学位

 

（出典 本自己評価のための作成資料） 
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観点３－２－①： 全教員の活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。また，その

結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組がなされているか。 

（観点に関わる状況） 

 本校では，平成 23 年度に校長個人面談実施要項（資料３－２－①－１）を策定し，校長による教

員の個人面談を制度化した。これに従い，校長は全教員の教育・研究活動の目標や成果を把握・評価

するために，定期的に個人懇談を行うシステムがあり，その結果は，校長がまとめ保管される（資料

３－２－①－２）。 

 本校では，国立高等専門学校機構の教員顕彰制度に準じて，教員の自己評価・自己申告による教員

研究活動の実績調査を行い，これを基に優秀教員を推薦し多くの受賞実績がある（資料３－２－①－

３）。平成 22 年度から「ファクトデータシステム」による教育研究活動実績記録（資料３－２－①

－４）を行っており，校長が各教員について教育研究活動の状況全般を俯瞰・把握できる体制が整備

されている。これらは前述の国立高等専門学校機構の教員顕彰への推薦や，本校独自の教育業績賞選

考に活用されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，平成 23 年度に策定された校長個人面談実施要項に基づき，校長は全教員の教育・研究

活動の目標や成果を把握・評価するために，定期的に個人懇談を行うシステムがある。また，平成

22 年度から「ファクトデータシステム」により，校長が各教員について教育研究活動の状況全般を

俯瞰・把握できる体制が整備され，校長による教員の個人面談に活用され，国立高等専門学校機構の

教員顕彰への推薦や，本校独自の教育業績賞選考に活用されている。 

以上のことから，全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われている。その結果

把握された事項に対して教育組織の見直し等，適切な取組がなされている。 
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資料３− ２− ①− １ 

 

釧路工業高等専門学校校長個人面談実施要項 

（平成 ２３年５月１９日校長裁定） 

（目 的）  

第１条 この要項は，釧路工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教育理念及び教育目標の共通理

解を深めるとともに，職場環境の向上に資することを目的として実施する校長個人面談（以下「面談」とい

う。）に関し，必要な事項を定める。  

（対 象）  

第２条 面談対象者は，本校の常勤教員とする。ただし，再雇用者を除く 。  

（実施時期等） 

第３条 面談は，毎年１回実施し，その時期は校長が定める。 

（面談の内容等）  

第４条 面談の内容は，各教員の教育研究等の目標及び成果に関することとする。  

２ 前項の規定にかかわらず，必要に応じ，校長は面談の内容を変更することができる。  

３ 校長は，面談で知り得た個人的な事項については，その秘密を保持するものとする。  

（事 務）  

第５条 面談 

日程の調整等の事務は，総務課において処理する。 

（雑 則）  

第６条 この要項に定めるもののほか，面談の実施に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

附 則  

この要項は，平成２３年５月１９日から施行する。 

（出典 釧路高専規程） 
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資料３− ２− ①− ２ 

 

（　１：少ない　２：やや少ない　３：適度　４：やや多い　５：多い　）

　

（以下，校長所見欄）

面談を希望する日時・曜日・時間帯等について

自由記述（思っていることなどをご記入ください）

取組の成果（または今後見込まれる成果）

現在取り組んでいること（教育・研究・学生指導・管理運営）

顧問クラブ名

業務負担

・

面　　談　　票

校務分掌

氏　名 所　属

※　担当する役職（主事や学科長等）により，自動的に各種委員会の構成員となっている
　場合，当該委員会については校務分掌に含めないこと。

担当教育科目
開講期開講期 科　目　名 学年・学科等 学年・学科等科　目　名

 
 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３− ２− ①− ３ 

 

釧路工業高等専門学校教育業績賞実施要項 

（平成 14 年 10 月８日 校長裁定） 

改正 平成 16．4．1 校長裁定 平成 19．4．26 釧高専達第 29 号平成 27．1．23 校長裁定 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，釧路工業高等専門学校において，教育上特に顕著な功績のあった者に対し，教育業績賞

を授与する場合の必要事項を定めるものとする。 

（被表彰者の選考方法） 

第２条 被表彰者の選考は，独立行政法人国立高等専門学校機構が実施する教員顕彰制度における候補者

選考経過のほか校長が必要と認める事項を総合的に勘案し校長が行うものとする。 

（表彰の日） 

第３条 表彰は，毎年その都度校長が定める日に行うものとする。 

（表彰状の授与） 

第４条 表彰は，校長が被表彰者に表彰状（別紙様式）を授与することにより行う。 

（庶務） 

第５条 表彰に関する事務は，総務課人事・給与係において処理する。 

附 則 

この要項は，平成 14 年 10 月８日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 16 年４月１日から実施する。 

附 則（平成 19．４．26 釧高専達第 29 号） 

この要項は，平成 19 年４月 26 日から施行し，平成 19 年４月１日から適用する。 

附 則 

この要項は，平成 27 年１月 23 日から実施する。 

 

（出典 釧路高専規程） 
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資料３− ２− ①− ３（続き） 

 

○釧路高専教育業績賞の被表彰者について 

 

根拠規程：教育業績賞実施要項（H14.10.8 校長裁定） 

 

選考方法：同要項第 2 条により、 

「被表彰者の選考は、次に掲げる事項を総合的に勘案し校長が行うものとする。 

  イ 独立行政法人国立高等専門学校機構（※）が実施する教員顕彰制度における候補者選考経過 

  ロ 教育研究重点経費配分審査における教育貢献度評価 

  （※･･･法人化前は国立高等専門学校協会） 

表彰状等の授与： 

表彰状及び教育・研究経費支給（１０万円） 

（※校長裁量経費取扱要項 （１）教員教育研究経費 ⑤本校教育業績賞の前年度受賞者への 

教育・研究経費支給（１０万円） H26.5.15 改正） 

 
過去の被表彰者：該当条項は要項第 2 条イ（平成 14～23 年度） 

年度（表彰日） 
釧路高専教育業績賞 

被表彰者 

参考：教員顕彰制度 

本校候補者 
受賞者 

平成 27 年度（H28.3.11） 小松正明 小松正明 なし 

平成 26 年度（H27.2.2） 三森敏司 三森敏司 なし 

平成 25 年度（H26.2.3） 小田島 本有 小田島 本有，林 裕樹 なし 

平成 24 年度（H24.12.21） 草苅 敏夫，林 裕樹 草苅 敏夫，林 裕樹 なし 

平成 23 年度 浦家 淳博 浦家 淳博，松﨑 俊明 なし 

平成 22 年度 荒井 誠，森 太郎 荒井 誠，森 太郎 
荒井 誠（機構
理事長賞） 

平成 21 年度 舘下 徹志，松﨑 俊明 舘下 徹志，松﨑 俊明 なし 

平成 20 年度 なし 小田島 本有 
小田島 本有 
（特別賞） 

平成 19 年度 なし 小田島 本有 なし 

平成 18 年度 なし 小田島 本有 なし 

平成 17 年度(H18.1.25) 小田島 本有 小田島 本有 なし 

平成 16 年度(H17.1.26) 
（法人化） 

三島 利紀 三島 利紀 
三島 利紀（文
部科学大臣賞） 

平成 15 年度(H15.11.28) 荒井 誠 荒井 誠 なし 

平成 14 年度(H14.10.28) 坂口 直志 坂口 直志 国専協奨励賞 

（※18～20 年度は、要項第 2 条イに該当する者が小田島教授であり、17 年度に表彰済であるため
被表彰者なしとなったもの） 
 
※平成 22 年度の荒井教授の授賞については，平成 15 年度に表彰済であるが，教員顕彰制度が機構の

実施するものとなる以前の表彰であることなどの理由を校長が総合的に勘案し，今回の被表彰者とし

て選考した。 

※平成 23 年度の表彰について，松﨑准教授は平成 21 年度に表彰済であるため，選考しなかった。 

※平成 25 年度の小田島教授の受賞については，前回受賞から概ね５年を経過した者は受賞対象とす

る旨の校長判断によるもの。 

（出典 総務課作成資料） 

 



釧路高等専門学校 基準３ 

- 90 - 

 

 

資料３− ２− ①− ４ 

「ファクトデータ入力依頼を示す資料」 

 

平成 27 年 10 月 16 日 

 

教員各位 

 

                        総務課長 

 

            ファクトデータファイルの入力依頼について 

 

 標記の件，例年お願いしておりますが，先生方の教育・研究・社会貢献に係るファクトデータ 

について，下記のとおりデータ入力をお願いいたします。 

 

 なお，当該ファクトデータファイルへの入力内容については，学外からの各種審査・評価の際の 

基礎資料としての利用やウェブサイトへ公開する「教育研究社会貢献情報」への利用の他，「国立 

高等専門学校教員顕彰」（人事・給与係担当）や「研究紀要作成」（図書係担当）のためにも利用 

されることとなります。 

 

             記 

 

１．過去に入力されたことがある先生については，前回入力後に発生した新たに追加すべき事項を 

入力願います。4 月からの新任の先生，まだ入力されたことがない先生については，お手数ですが， 

全項目について入力願います。 

 

＜設定されている項目を参考までに記載します＞ 

 ●[1/4] 

  略歴(ア)学歴・資格，(イ)学位，(ウ)職歴，(エ)高専教員歴，(オ)受賞歴 

 ●[2/4] 

  役職(ア)担任歴，(イ)主事等の役職歴，(ウ)その他特筆すべき役職歴，(エ)部・同好会担当歴 

    授業の担当状況 

 ●[3/4] 

  教育・研究著書・論文 

  留学研究・研修（内部留学・外国留学） 

  研究指導発表 

 ●{4/4] 

  外部資金等獲得状況 

  社会貢献・地域貢献 

 

２．「ファクトデータ」入力フォーマットは，内部向けホームページの 

  総務係「お知らせ」ページにございます。 

  http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/kyosyoku/shomu/tuuti.html 

 

   ※記入要項（記入の仕方）についても上記に PDF で掲載しています。 

 

３．入力期限：１０月３０日（金）を目安とします。 

       （※既述のとおり，「教員顕彰」等にも利用されるため） 

       なお，それ以降に発生した事項については随時入力可能です。 

 

４．新たに入力した項目を上側に追加表示されるようにできないかというご意見がありましたが， 

【追加空白行数設定】による行は下に追加されていきますのでご了承ください。 

 

 

（出典 総務課資料お） 

 

 

http://www.office.kushiro-ct.ac.jp/office2/kyosyoku/shomu/tuuti.html
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資料３− ２− ①− ４（続き） 

「ファクトデータファイルの記入」 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料およびファクトデータ入力フォーム） 
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資料３− ２− ①− ４（続き） 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料およびファクトデータ入力フォーム） 
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資料３− ２− ①− ４（続き） 

 

 

（出典 ファクトデータ入力記入要項） 

 

 

 

（出典 総務課資料およびファクトデータ入力フォーム） 
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観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなされ

ているか。 

（観点に関わる状況） 

 本校では，専任教員の採用・昇格の選考手続きについて規定を定めている（資料３－２－②－１）。

さらに，平成 16 年には教員選考基準を定め教員採用・昇格のための評価項目その他評価基準を明確

化した（資料３－２－②－２）。 

 専任教員の採用選考は以下のように行われる。 

 各学科において教員公募の必要があるとき，学科長は公募理由，学科としての将来計画，公募要件

等を作成して校長に提出し，校長が公募の必要ありと判断した場合，教員選考委員会（資料３－２－

②－３，４）が設置される。当委員会において公募の必要性の確認，公募要件の妥当性等について審

議する。公募（前掲資料３－１－④－３）の後，応募者に対して，一次選考として書類審査により選

考基準との適合性を審査し選考する（資料３－２－②－５）。二次選考では本人面接及び模擬講義の

実施によって教育指導能力，学生指導能力等の確認を行う。すなわち，研究実績だけでなく，教育指

導能力，学生指導能力等を含む本校教員としての適格性を総合的に判定する。 

 教員の昇格においては，採用公募と同様，学科長が昇格させる理由，昇格後の業務計画などを作成

し校長に提出する。校長が昇格の必要ありと判断した場合，教員選考委員会が設置され，当委員会は

採用の場合と同様に能力評価を行う。これらの結果と，候補者自身が作成する各能力に関する自己評

価等の資料（資料３－２－①－６）と合わせて当委員会で審議し，決定する。 

 非常勤講師の採用についても規定がある（資料３－２－②－７）。教務委員会の下に置かれる次年

度授業計画会議において非常勤講師の採用について審議し，校長に上申し，高専設置基準上の資格の

有無および教育指導能力の有無を校長が判定し採用を決定する。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，専任教員の採用・昇格の選考手続きについて規定を定めている。さらに，平成 16 年に

は教員選考基準を定め教員採用・昇格のための評価項目その他評価基準を明確化した。専任教員の採

用選考，教員の昇格ともに上記規定に従って教員選考委員会により審議決定される。また，非常勤講

師の採用に関しても設置基準や教育目標に沿った教育能力の有無により校長が判定する。 

以上のことから，教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなされ

ている。 



釧路高等専門学校 基準３ 

- 95 - 

 

 

資料３− ２− ②− １ 

 

釧路工業高等専門学校教員の選考手続きについて 

（平成 13 年９月 10 日校長裁定） 

改正 平成 19 年２月 23 日釧高専達第７号 平成 19 年４月 26 日釧高専達第 28 号 

平成 21 年９月 18 日校長裁定 平成 23 年４月 14 日校長裁定 

 

本校の教員（教授，准教授，講師，助教及び助手をいう。）の採用又は昇任（以下「採用等」という。）の選考

（他の学科及び一般教育科（以下「学科等」という。）から異動させる場合を含む。）は，次により行うものとする。 

１ 各学科等において，教員の採用等を必要と認めたときは，当該学科長が校長に申し出るものとする。 

２ 校長は，上記の申し出がありこれを必要と認めたとき又は教育研究上特に必要があると認めたときは，教員

選考委員会を設置する。 

３ 教員選考委員会は，次の業務を行う。 

（１）候補者の審査 

（２）公募の内容 

（３）欠員に対応する学内関連異動の有無の検討（欠員とは，退職時によるもののほか，上位職に空きがある場

合も含む。） 

４ 教員選考委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 

（１）校長 

（２）副校長 

（３）教務主事，学生主事及び寮務主事 

（４）当該学科長 

（５）事務部長 

（６）校長が必要と認める者 若干名 

５ 教員選考委員会は，校長が招集し，議長となる。 

６ 教員選考委員会は，当該業務の終了をもって解散する。 

７ 教員の採用等の選考は，教員選考委員会の議及び面接結果に基づき，校長が行う。 

８ 欠員補充の採用等（学科等からの昇任及び学科等間で昇任を伴わない異動は除く。）は，原則として公募に

よるものとする。 

９ 学科長は，公募にあたっては，公募職，専門分野，担当科目及び資格条件の設定を行い， 教員選考委員

会の承認を受けなければならない。 

10  公募に必要な書類は，次に掲げるものとする。 

（１）履歴書（写真貼付） 

（２）著書・論文等一覧（第１号様式） 

（３）著書・論文等の概要（第２号様式，主要なもの５編以内） 

（４）主要著書・論文の別刷（(3)に掲げたもの，複製可） 
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資料３− ２− ②− １（続き） 

 

（５）教育，学生指導の実績（企業からの採用者の場合は，社内教育等の実績） 

（６）高等専門学校における教育，研究，学生指導等に関する抱負（２，０００字以内） 

（７）推薦状 

（８）その他必要とする書類 

11  公募の方法は，インターネット（国立情報学研究所「研究者公募情報」）によるほか，関連高等教育機関，

企業及び学会誌等への依頼により行うものとする。 

12  学科等からの昇任及び学科等間で昇任を伴わない異動をさせる場合は，教員選考個人調書（第３号様

式）及び 

10 （２），（３）を提出させるものとする。 

13  教員選考委員会及び公募に関する事務は，選考の対象となる学科長の協力を得て総務課人事・給与係

において処理する。 

附記 

この裁定は，平成 13 年７月１日から適用する。 

附記 

この裁定は，平成 19 年２月 23 日から適用し，平成 19 年４月１日から施行する。 

附記（平成 19．４．26 釧高専達第 28 号） 

この裁定は，平成 19 年４月 26 日から施行し，平成 19 年４月１日から適用する。 

附記（平成 21．９．18 校長裁定） 

この裁定は，平成 21 年９月 18 日から施行する。 

附記（平成 23．４．14 校長裁定） 

この裁定は，平成23 年４月14日から施行し、平成23年４月１日から適用する。 

 

（出典 釧路高専規程） 
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資料３− ２− ②− ２ 

 

釧路工業高等専門学校教員選考基準 

(平成 16 年 11 月 22 日校長裁定) 

改正 平成 21 年 10 月 22 日校長裁定  

第１．目的  

この基準は，「釧路工業高等専門学校教員の選考手続きについて」（平成１３年９月１０日校長裁定）（以下

「選考手続き」という。）第７項に定める教員選考に際し，必要な評価項目その他の基準を定めることを目的とす

る。  

第２．選考の透明性，客観性  

教員の選考は，この基準を明らかにして行うことによりその透明性を確保し，この基準に 則った選考の過程

を記録し，保存（別紙様式）することにより説明責任を果たすとともに， その客観性の保持を図るものである。  

第３．選考の方法  

１．選考委員会は，応募者の提出資料，面接の結果等に基づき，第４に定める評価項目に ついて評価を行い

選考するものとする。  

２．第４に定める評価項目の評価は，各項目に示している観点例に着目して行うものとする。  

第４．評価項目  

１．教育能力  

（１）「担当授業科目」に関して広く知識を有し，教育する能力を有すること。また，時代の要請により変化するカ

リキュラムへの対応も可能とする柔軟な思考力に基づき企画，実行する能力を有すること。  

（２）学生の学習への思いやりや授業のスキル改善に対し，熱意をもっていること。  

〔評価の観点例〕  

①担当授業科目に関連し，作成した教科書・教材等  

②担当授業科目に関連した教育法・教授法の改善等に関する論文・研究発表等  

③他の教育機関における教員としての経験  

④高専における担当科目についての授業計画・内容についての構想  

⑤大学等における非常勤講師・助手は TA 等としての経験  

⑥高専の設置目的・現状等に対する理解  

⑦企業等における教育経験  

⑧企業との連携による高専や大学での技術者教育への参画  

⑨教育関係の表彰や受賞  

⑩教育関係ＦＤへの参画や参加  

⑪教育関係学協会（日本工学教育協会等）への参加  

⑫学内の教育関係委員会等での経験，特に努力したこと。  

⑬その他必要な事項 

（以下略）  

（出典 釧路高専規程） 
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資料３− ２− ②− ３ 

 
第１回機械工学科教員（准教授または助教）選考委員会 

 

 

 

      日  時  平成２８年２月２４日（水） １８：００   

 

      場  所     校長室 

 

 

    （議 題） 

 

        １．公募内容について 

 

        ２．選考委員会等の日程について 

 

         ３．その他 

 

 

   （配付資料）  

●教員選考委員会の設置について                                資料１ 

  ●教員の公募について                                          資料２ 

  ●機械工学科教員（准教授または助教）選考関係日程表       資料３ 

●教員選考関係資料（フラットファイル） 

１．高等専門学校設置基準（抜粋） 

        ２．釧路工業高等専門学校教員の選考手続きについて 

３．釧路工業高等専門学校教員選考基準 

４．○○学科教員選考資料 

５．教員選考資料（候補者作成用） 

 

（出典 第1回機械工学科教員選考委員会 配布資料） 
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資料３− ２− ②− ４ 

 

教員選考委員会設置状況

委員会等名 設置年月日 発令予定日
機械工学科教員（准教授または助教）採用 平成28年2月24日 平成28年10月1日
一般教育科（数学）教員（教授）昇任 平成28年2月19日 平成28年4月1日
一般教育科（英語）教員（教授）昇任 平成28年2月19日 平成28年4月1日
一般教育科（数学）教員（准教授または助教）採用 平成28年2月18日 平成28年4月1日
一般教育科（数学）教員（准教授または講師）採用 平成28年1月26日 平成28年4月1日
情報工学科教員（教授）昇任 平成28年1月13日 平成28年4月1日
電気工学科教員（准教授）昇任 平成28年1月13日 平成28年4月1日
一般教育科理系（数学）教員（准教授または講師）採用 平成27年12月1日 平成28年4月1日
機械工学科教員（准教授または助教）採用 平成27年11月6日 平成28年4月1日
一般教育科理系（理科）教員（准教授）採用 平成27年11月2日 平成28年4月1日
一般教育科（数学）（准教授または助教）採用 平成27年2月10日 平成27年5月12日
電子工学科教員（准教授）昇任 平成26年12月8日 平成27年4月1日
建築学科教員（准教授または助教）採用 平成26年10月21日 平成27年4月1日
電子工学科教員（准教授または助教）採用 平成26年8月13日 平成27年4月1日
電子工学科教員（准教授または講師）採用 平成26年5月21日 平成27年4月1日
建築学科教員（准教授）昇任 平成25年11月21日 平成26年4月1日
情報工学科教員（講師）昇任 平成25年12月13日 平成26年4月1日
電子工学科教員（教授）昇任 平成25年12月13日 平成26年4月1日
電気工学科教員（助教）昇任 平成25年11月6日 平成26年4月1日
機械工学科教員（教授）昇任 平成25年12月5日 平成26年4月1日
情報工学科教員（准教授または助教）採用 平成25年10月9日 平成26年4月1日
一般教育科理系（数学）教員（准教授または講師）採用 平成25年10月25日 平成26年4月1日
電子工学科教員（助教）採用 平成25年10月25日 平成26年4月1日
電子工学科教員（准教授または講師）採用 平成25年10月25日 平成26年4月1日
電気工学科教員（助教）採用 平成25年4月11日 平成25年10月1日
電子工学科教員（講師）昇任 平成25年3月12日 平成25年4月1日
一般教育科文系（国語）教員（教授）昇任 平成25年3月5日 平成25年4月1日
機械工学科教員（准教授）昇任 平成25年2月27日 平成25年4月1日
電気工学科教員（教授）昇任 平成25年1月9日 平成25年4月1日
一般教育科理系（数学）（准教授）採用 平成25年1月9日 平成25年4月1日
電気工学科教員（准教授または助教）採用 平成24年10月29日 平成25年4月1日
機械工学科教員（准教授または助教）採用 平成24年9月26日 平成25年4月1日
電気工学科教員（教授）採用 平成24年7月25日 平成25年4月1日
機械工学科教員（教授または准教授）採用 平成24年3月13日 平成25年9月1日  

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３− ２− ②− ５ 

「教員選考資料」 

 

 

（出典 釧路高専規程） 
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資料３− ２− ②− ６ 

教員選考資料（候補者作成用） 

                                                 候補者氏名           

 

 客観的評価に基づく選考の資料とするため、次の１～５について、該当する全ての○付番号と

その自己評価又は自己ＰＲの内容を記載すること。（裏付け書類を添付すること。） 

 

 １．教育能力 

 

        ①担当授業科目に関連し作成した教科書・教材等 
    ②担当授業科目に関連した教育法・教授法の改善等に関する論文・研究発表等 
    ③他の教育機関における教員としての経験 

④高専における担当科目についての授業計画・内容についての構想 
    ⑤大学等における非常勤講師・助手又は TA 等としての経験 
    ⑥高専の設置目的・現状等に対する理解 
    ⑦企業等における教育経験 
    ⑧企業等との連携による高専や大学での技術者教育への参画 
    ⑨教育関係の表彰や受賞 
    ⑩教育関係ＦＤへの参画や参加 
    ⑪教育関係学協会（日本工学教育協会など）への参加 
        ⑫学内の教育関係委員会等での経験，特に努力したこと 
        ⑬補講・補習等への参画 
    ⑭その他必要な事項 

 

番号 自 己 評 価   又は 自 己 Ｐ Ｒ 添付書類の有無 

   

   

   

   

   

   

   

 

（以下略） 

 

以下の項目 

２．研究能力 

３．学生指導能力 

４．学校運営・社会貢献能力 

５．その他の望ましい能力・条件等 

（出典 総務課資料） 
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資料３− ２− ②− ７ 

 

（出典 総務課資料） 
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観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者等

が適切に配置されているか。 

（観点に関わる状況） 

 事務組織及び技術職員が配置されている教育研究支援センターの組織図を資料３－３－①－１，２

に示す。現在，事務部長以下，事務職員が 33 名，技術職員は 11 名となっている（資料３－３－①－

３）。本校では，事務組織及び事務分掌規則（資料３－３－①－４）が定められており，同規定第

13 条に学生の教育活動に直接関わる学生課の職員の職務が明確に示されている。 

 技術職員の業務に関しては，教育研究支援センター規定によって定められている。技術職員は，実

験・実習，卒業研究などの授業を直接サポートしているほか，ネットワークの運用・管理にもあたっ

ている（資料３－３－①－５）。 

 事務職員のうち図書係職員は，図書館の事務を担当し，司書資格を持つ者を配置している。 

 さらに，非常勤職員を 17 名配置し，教育活動の事務的補助及び実験室管理などの補助業務にあた

っている（資料３－３－①－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

事務組織の現員は，事務部長以下，事務職員が 33 名，技術職員は 11 名となっている。本校では，

事務組織及び事務分掌規則により，学生の教育活動に直接関わる学生課の職員の職務他，事務職員の

職務が明確に定められている。技術職員の業務に関しては，教育研究支援センター規定によって定め

られており，実験・実習，卒業研究などの授業を直接サポートしているほか，ネットワークの運用・

管理にもあたっている。また，図書係職員は，図書館の事務を担当し，司書資格を持つ者を配置おり。

さらに，非常勤職員を 17 名配置し，教育活動の事務的補助及び実験室管理などの補助業務にあたっ

ている。 

以上のことから，学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者等

が適切に配置されている。 
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資料３− ３− ①− １ 

 

○釧路高専事務組織図

係員

修学支援係長

学生支援係長

寮務係長

係員

係員

係員

係員

係員

総務課長

事務部長

学生課長 学生課長補佐

係員

施設・検収管理係長

経理係長

調達係長

係員

係員

係員

総務課長補佐
（総務担当）

総務係長

人事・給与係長

図書係長

総務課長補佐
（財務担当）

研究協力係長

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３− ３− ①− ２ 

 

（出典 平成28年度学校要覧p.35） 
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資料３− ３− ①− ３ 

事務職員・技術職員の配置状況（平成28年5月1日現在）

事務部

事務職員 技術職員 看護師 非常勤職員
1

課長 1
課長補佐 2
総務係 3 1
人事・給与係 2
研究協力係 2 1
図書係 2 5
経理係 3
調達係 2
施設・検収管理係 2 1
課長 1
課長補佐 1
専門職員 1
学生支援係 2 1 1
修学支援係 5
寮務係 2 3

計 32 0 1 12

教育研究支援センター

教員 技術職員 再雇用職員（FT） 非常勤職員
教育研究支援センター長 1
技術長 1
機械・建築グループ 4
電気・電子・情報グループ 5 1

計 1 10 1 5
※機械・建築グループ（機械・建築グループの外数）

5

事務部長

総務課

学生課

事務部

教育研究
支援セン

ター

※事務職員のうち1名は再雇用職員（PT）

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料３− ３− ①− ４ 

 

○釧路工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規則 

（平成２７年５月２８日釧高専達第２号） 

改正平成２８年３月２３日釧高専達第１４号 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規則は，釧路工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第 11 条に基づき，釧路工業高等専門

学校（以下「本校」という。）における事務組織及びその分掌に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 

第２章 事務組織 

（事務部の課） 

第２条 事務部に次の２課を置く。 

総務課 

学生課 

（課の係及び室） 

第３条 総務課に次の各号に掲げる係を置く。 

一 総務係 

二 人事・給与係 

三 研究協力係 

四 図書係 

五 経理係 

六 調達係 

七 施設・検収管理係 

２ 課に室を置くことができる。 

第４条 学生課に次の各号に掲げる係を置く。 

一 修学支援係 

二 学生支援係 

三 寮務係 

 

（中略） 
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資料３− ３− ①− ４（続き） 

 

（学生課） 

第１３条 学生課においては，次の各号に掲げる事務をつかさどる。 

一 学生の修学指導に関すること。 

二 教育課程の編成及び授業 に関すること。 

三 入学者の選抜に関すること。 

四 入試広報に関すること 

五 学生の学籍及び学業成績の整理並びに記録に関すること。 

六 日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定に関すること。 

七 研究生，聴講生，科目等履修生及び外国人留学生に関すること。 

八 学生の国際交流に関すること。 

九 学生及び学生団体の指導並びに課外活動に関すること。 

十 学生に対する奨学金，授業料の減免，猶予及び経済援助に関すること。 

十一 福利施設の管理運営に関すること。 

十二 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 

十三 学生に対する就職指導及び就職あっせんに関すること。 

十四 学生の賞罰に関すること。 

十五 学生寮の管理運営に関すること。 

十六 その他学生の教務，福利厚生及び寮務に関する事務を処理すること。 

  

（以下略） 

 

（出典 釧路高専規程） 
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資料３− ３− ①− ５ 

「教育研究支援センター 業務予定表」 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9
技術長・グループ長

技術専門職員

技術職員

技術職員

技術職員

副技術長

副技術長・グループ長 H 清

R 掃

2J 3J

第１演

技術専門職員

第2演

専3演

技術専門職員

技術職員

技術職員

技能補佐員（化学）

①1.2年の化学の授業に使用する教材・資料の印刷、複写及び整理。②帳簿・薬品の書類作成・整理・事務補助全般。③実験室の施設、器具及び薬品の点検と整理。

9:15～14:00 ④演示実験教材の作成補助、準備・後片付け。⑤２年生の化学実験の準備（薬品調合、実験器具の作成を含む）、実験中の安全管理及び指導補助、後片付け等

技術補佐員（物理）

8:40～14:25

事務補佐員（電気）

実験指導書・試験問題等の印刷、製本及び各種保存資料の整理、管理　就職関連資料の整理と一覧資料作成、学生閲覧用資料の整理と管理、学科打合せ等の資料作成整理
学科の研究・実験用施設設備等の整理と管理　各実験室の清掃と整理整頓卒業関係・各種発表会資料の印刷と準備片付け

9:30～16:15

事務補佐員（電子）

9：30～16：15

事務補佐員（建築）

8:30～15:15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

①授業の準備・物理実験における準備・実験に関する後片付けと掃除　②実験室の整理及び備品の維持管理　③印刷・複写　④パソコンによる実験データの入力

⑤物品発注・実験室利用シート作成　⑥出前授業に関する準備 　⑦エンジュニアクラブ作業準備 ⑧その他の事務補助

機構本部情報基盤整備部会業務　　語学演習室・電気工学科演習室・建築ＣＡＤ室維持管理　及び　各種サービスの管理(ユーザー管理・認証管理・ファイルサーバーの管理・Webサービスの管理・その他)・セキュリティ管理・各障害対策・COC+関係業務

２Ｓ １ＫＳ ２ＫＳ ２Ｋ １ＫＳ １Ｋ １ＫＳ １ＫＳ ２Ｋ

２D ２A ２M ２J ２E

３E

3D 4D 5D 2D 4D 5D

ソフトウェ ア

工学特論

制御工学特

論
創造特別実験II 構造解析II 品質工学

機械制御工

学概論

アドバンスト

プログラミング

コンピュータ

設計工学

デジタルイ

メージ

情報

リテラ シー

情報

リテラ シー 放課後開放時間

２Ｅ ４Ｍ 1-2 3Ａ ２Ａ 1-3 1-1

電気設計 CAD/CAM
放課後開放時間

情報

リテラ シー 放課後開放時間
建築CAD

放課後開放時間 放課後開放時間

情報処理演

習

工業数学 ＣＡＥ
プログラ ム

言語II

シーケンス

制御

４Ｍ ３Ｄ ５Ｄ ５ＭＥＤ ５Ｍ ２Ｅ 1-4 ５ＭＥＤ ５Ｍ ５Ｍ 4D ５ＥＤＪ

メカ トロニク

スII

プログラ ム

言語I
画像工学 卒業研究 制御ＣＡＤ 電子計算機

情報

リテラ シー

5M 4M
1・2Ｋ特別研究 1・2Ｋ特別研究機

械
・
建
築
グ
ル
ー

プ

　　備　　考

※本科　Ｍ 機械工学科、Ｅ 電気工学科、Ｄ 電子工学科、Ｊ 情報工学科、Ａ 建築学科、　専攻科　Ｋ 建設生産システム工学、Ｓ 電子情報システム工学

中尾由美子

月 火 水 木 金

野坂　　梢

細貝　洋子

技
術
・
技
能
補
佐
員

、
事
務
補
佐
員

兼田　友紀

川内　永子

横山　安弘

稲守　栄

小清水　誠

高坂　宜宏
電
気
・
電
子
・
情
報
グ
ル
ー

プ

村上　誠一
ネットワーク運用と管理（ユーザ管理、　ファイル管理、　ネットワーク機器の管理、　通信障害の対応、各種ネットワークサービスの運用と管理、セキュリテイの維持と管理、教育用システム管理他）

５E ５E

卒業研究

５E

二谷　聡志

吉田　周平

江口　陽人

工学実験 測量学 卒業研究 建築CAD 卒業研究 総合演習

4Ａ 5Ａ 5Ａ 3Ａ

石塚　和則

樋上　磨

機械工学実

験・実習Ⅱ

機械工学実

習・実験Ⅰ
卒業研究

機械工学実習・実

験Ⅳ
卒業研究

機械工学実

習・実験Ⅲ

3M 2M 5M 5M

的野　卓司

工学実習実験ＩＩ 工学実習実験Ⅰ 卒業研究 卒業研究 工学実習実験ＩＩＩ 

3M 2M 5M

平成28年度前期　                         　　教育研究支援センター  　　　　業  　務  　予 　定 　表
月 火 水 木 金

建築学科内の雑用（物品発注・整理、学科教職員のコピー集計、授業の資料印刷、学科会議の準備、求人票の整理・HP入力・一覧の作成、郵便物の回収･発送手配、実習室の解錠および清掃、学科内部向けHPの加筆修正

等　他）

同窓会事務局の仕事（会員の住所変更等の修正、郵便物の発送手配・回収 他）

学生課のお手伝い（求人情報の整理・HP入力、封詰め、アンケート集計 他）

データ

ベース

信号

処理
卒業研究

情報工

学演習

プログラ ミ

ン

グ言語III

卒業研究
人工

知能

情報工

学実験II

5J 5J 5J 2J 4J 5J 5EDJ 4J

工学

実験Ⅱ
電気工学実験Ⅴ 卒業研究 卒業研究 電気工学実験Ⅰ

４E
計測

システム

3D 4D 2D 5EDJ

電子工学

実験Ⅱ

工学科題

実験
卒業研究 創造工学

電子工学

実験Ⅳ
卒業研究

電子工学

実験Ⅱ

電子工学

実験Ⅳ

回路設計

基礎

授業および実験の準備、片付けの手伝い、補習・自学自習用資料等の印刷、管理。試験問題の印刷、管理、資料保管、答案の電子ファイル保存・分類、整理・保管管理。卒業研究資料に関する印刷、製本、管理およびコンタク

ト時間資料の分類、整理。就職関連の書類の受付、分類、パソコン入力等の資料管理。高専見学会、体験入学などの機材準備、資料準備、片付け。実験、研究で共用に用いる電子部品の仕分け整理、実験室の清掃。集中講

義・特別講演などにおける日程調整、資料作成、保管。学科の事務に関わる備品の維持管理、消耗品等の経費作編に関わる円滑な運用。電子科独自の４・５年生を対象とした進路の手引き書の編集・作成、年度ごとの改定修

正作業。公開講座、出前授業などの機材準備、資料準備、片付け。

工学実習実験ＩＩ CADCAM 機械工学実習Ⅰ  卒業研究  卒業研究 工学実習実験Ⅲ

3M 4M 2M 5M 5M 4M

1・2Ｋ特別研究 1・2Ｋ特別研究

計算機 コンピュータ ＵＮＩＸ コンピュータ プログラミング 卒業研究 情報工学 プログラミング ＵＮＩＸ ネットワーク

方式 NW I リテラシ NW IＩ 言語 II 特別研究 実験 III 言語 I リテラシ 実験 III 特別研究 言語 II 実験 II デザイン

２Ｓ５Ｊ ３Ｊ ２Ｊ ４Ｊ ３Ｊ ５Ｊ・専攻科 ５Ｊ ２Ｊ ２Ｊ

5M 4M

機械工学実

習・実験Ⅰ

機械工学実

習・実験Ⅱ
卒研 卒研

５Ｊ ５Ｊ・専攻科 ３Ｊ ４Ｊ

情報工学 卒業研究 プログラミング 情報工学

5Ａ 5Ａ

 

 

（出典 教育研究支援センター作成資料） 
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資料３− ３− ①− ６ 

非常勤職員の配置状況（平成28年5月1日現在）

事務部

非常勤職員
総務係 1
研究協力係 1
図書係 5
施設・検収管理係 1
学生支援係 1
寮務係 3

計 12

教育研究支援センター

非常勤職員
化学 1
物理 1
電気 1
電子 1
建築 1

計 5

事務補助

事務部
総務課

学生課

業務
事務補助
事務補助

カウンター業務（平日時間外，土日祝）
事務補助

授業準備補助等

事務補助・女子寮指導員

教育研究
支援センター

業務
実験補助
実験補助

授業準備補助等

授業準備補助等

 

 

（出典 総務課資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学位・資格の所持者について，高専機構が定める数値目標を達成しつつある。 

 教員採用や昇格の手続きが厳格になされている。 

 技術職員の教員，学生へのサポート体制が確立されている。 

（改善を要する点）  

女性教員の採用促進について，実効性のある施策を検討すべきである。 

 教員組織の活発化措置について，学位取得支援以外の施策も検討すべきである。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 本科の一般科目を担当する一般教育部門の教員組織は，専任教員27名と非常勤講師22名から構成さ

れている。専任教員数は設置基準を上回っており，各教員の教育・研究分野並びに経験・資格はそれ

ぞれが担当する授業科目に相応しいものとなっている。非常勤講師への依存度も限られている。 

 本科の専門科目を担当する専門分野の教員組織は，専任教員49名（内，教授・准教授39名）と非常

勤講師３名から構成されている。専任教員数は設置基準を上回っており，各教員の教育・研究分野並

びに経験・資格はそれぞれが担当する授業科目に相応しいものとなっている。また，各非常勤教員は

それぞれの分野の専門家であり，時代に即応した授業展開が図られている。 

 専門分野の専任教員については，８割以上が博士の学位を所持しており，外部機関での常勤として

の教育・実務の経験者は約７割である。また，一般教育部門の専任教員については，約８割が修士・

博士の学位を所持しており，約９割が他校での教育経験者である。専攻科では，こうした多様な属性

をもつ教員が，本科での担当科目を基礎として，より精深な専門知識・技術に関する授業科目を担当

している。 

 専任教員全体として，年齢構成については均衡が保たれており，性別構成については適正化が図ら

れている。また，学位等所持者数については着実に向上している。 

 校長は全教員の教育・研究活動の目標や成果を把握・評価するために，校長個人面談実施要項に基

づき，定期的に個人懇談を行っている。また，「ファクトデータシステム」による教育研究活動実績

記録を行っており，校長が各教員について教育研究活動の状況全般を俯瞰・把握できる体制が整備さ

れ，国立高等専門学校機構の教員顕彰への推薦や本校独自の教育業績賞選考に活用されている。 

 専任教員の採用・昇格の選考手続きについては，教員選考基準が定められ，教員採用・昇格のため

の評価項目その他評価基準を明確化している。学科の要請に基づき，校長が教員公募，昇格の必要あ

りと判断した場合，教員選考委員会が設置され，当委員会で厳格に審議し決定する。 

 事務系職員については，現在，事務部長以下，事務職員が 33 名，そのうち技術職員は 11 名であり，

事務組織及び事務分掌規則，教育研究支援センター規定によって，事務職員および技術職員の職務が

明確に示されている。また，非常勤職員を 17 名配置し，教育活動の事務的補助及び実験室管理など

の補助業務にあたっている。 

 

 

 


